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 開  議       〈午前１０時００分〉 

 

      ○開議の宣告 

○委員長（菅原隆男） おはようございます。ご参集まことにご苦労さまです。 

  これより予算特別委員会を開会いたします。 

  出席委員は全員であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開き

ます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第６号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 引き続き平成31年度白鷹町一般会計予算の審査を行います。 

  初めに、商工観光課所管の審査を行います。 

  概要説明を求めます。齋藤商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重雄） それでは、商工観光課所管の平成31年度当初予算案の概要

についてご説明申し上げます。 

  予算書につきましては、93ページ、５款労働費、次に105ページから114ページ、７款

商工費となってございます。当初予算案の概要につきましては、53ページから60ページ

になりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、当初予算案の概要により説明をさせていただきます。 

  54ページをお開きください。 

  最初に、基本的方向につきまして申し上げます。 

  本町の景況につきましては、製造業を中心に回復する中、小売り・サービス業は依然

として厳しい状況であり、本年10月には消費税増税が予定されていることから、引き続

き国・県が行う支援策等の動向を的確に把握しながら、より効果的な対応を図っていく

必要がございます。 

  一方、雇用情勢はハローワーク長井管内の１月の有効求人倍率が1.68倍と、以前非常

に高い状況で推移しており、各企業においては人手不足の状態が続いている状況でござ

います。このような中、企業の紹介や就労環境の改善に向けた取り組みを強化しながら、

ＵＩターン希望者や新規学卒者の就職支援に引き続き取り組んでまいります。 

  地域産業の活性化に向けて、商工業においては受注拡大の取り組みを強化し、引き続

き雇用の促進と企業の設備投資を支援してまいります。また、小規模事業者の経営改善

を後押しするとともに、販路開拓等にも支援をしてまいります。 

  町内消費の拡大を図る取り組みとして、がんばる商店応援事業や町産材等木造建築推

進事業を継続し、小規模事業者の所得向上を図ってまいります。また、買い物困難者の

支援事業を展開しながら、地域の活性化とコミュニティーの創出の視点で、地域交流商

業施設について検討してまいります。 
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  観光につきましては、引き続き白鷹町観光交流推進計画に基づき「日本の紅（あか）

をつくる町」「まるごと白鷹町」を重点施策として位置づけ、展開してまいります。ま

た、インバウンドを含めた誘客拡大による地域の活性化を推進するため、本町を含む近

隣２市２町と民間関係団体で構成する地域連携ＤＭＯの取り組みを支援してまいります。 

  産業間の連携につきましては、６次産業化に取り組む個人、団体を支援するとともに、

今後の整備の方向性について検討してまいります。また、白鷹町産業フェアを引き続き

開催し、本町の産業を町内外へ情報発信するとともに、新たな産業の可能性を探ってま

いります。 

  交流につきましては、首都圏白鷹会を初めとするふるさと白鷹会の育成支援や、長岡

市栃尾地域などの遠地交流等の推進に引き続き取り組んでまいります。また、人口減少、

経済規模の縮小に歯どめをかけるため、従来の町単独事業の若者移住定住支援交付金や、

県・ＪＡと連携し実施している食の支援事業に加え、国・県と連携し、職をマッチング

させて首都圏から地方へ移住を促す移住支援補助金を創設するなど、積極的な情報発信

等を行いながら、移住応援プログラムを実施してまいります。さらに、空き家の有効活

用を図るため、引き続き空き家バンクを通した町外からの移住者に対する支援を行って

まいります。 

  予算の体系と主な取り組みにつきましては、ごらんいただきたいと存じます。 

  次に、主要事業につきましてご説明申し上げます。 

  なお、新規事業や拡充した事業等を中心に説明させていただきます。 

  初めに、56ページをお開きください。 

  ５款１項労働諸費につきましては、働き方改革関係に適応した就労環境の実現に向け

て、事業者の協力を得て就労環境改善対策事業に取り組むとともに、継続して勤労者の

福利厚生や人材確保対策に取り組んでまいります。 

  次に、56ページ中段から57ページ上段まででございます。 

  ７款１項商工費２目商工振興費でございます。６番の買い物環境充実支援事業につき

ましては、高齢者の買い物環境の充実を支援した実証実験事業の検証に基づき、有効性

のある移動販売とポイントサービス事業に集約し、買い物環境の維持強化を図るもので

ございます。 

  次に、57ページ中段から58ページまで。 

  ７款１項商工費３目観光費でございます。 

  １番の観光４シーズン推進事業につきましては、四季の素材を生かしたイベントを中

心に通年観光を推進するものでありますが、本事業において釜の越桜の分身ともいうべ

き桜の移植に向けて、桜の里づくり推進事業により支援するものでございます。 

  ５番の観光交流推進計画策定事業につきましては、最終年度を迎える観光交流推進計

画の検証を行いながら、新たな計画を策定するものでございます。 
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  ７番の伝統工芸文化人材育成事業につきましては、白鷹紬の織り、天蚕の繰糸といっ

た伝統工芸技術の伝承、育成を支援するものでございます。 

  10番の日本の紅（あか）をつくる町推進事業につきましては、農山漁村振興交付金事

業の３年目となり、町単独事業での取り組みとなるため、新たな補助事業の導入を計画

し、生産と観光の両面から引き続き取り組んでいくものでございます。 

  12番のふるさと移住応援プログラムにつきましては、新たに職業のマッチングによる

首都圏からの移住者を支援する移住支援補助金を創設するとともに、白鷹町ふるさと移

住推進協議会を中心に引き続き移住相談、情報発信、移住定住の支援を行うものでござ

います。 

  15番の地域連携ＤＭＯの推進事業につきましては、本町を含む近隣２市２町と民間関

係団体で構成する地域連携ＤＭＯ、やまがたアルカディア観光局が行うインバウンドを

含めた誘客拡大による観光地域づくりを支援するものでございます。 

  16番の伝統工芸組織支援事業につきましては、本町の伝統工芸品等をつくる団体組織

でございます和紙人形研究会、天蚕の会の組織運営に係る経常的な経費について支援を

行うものでございます。 

  次に、59ページ上段から60ページ中段まででございます。 

  ７款１項商工費５目地域産業活性化対策費でございます。 

  ３番の受注拡大推進事業につきましては、従来までの白鷹町受注拡大強化推進協議会

の補助に加え、サテライトオフィスの廃止に伴うフォローアップとして、受注拡大支援

補助金により商工会が実施します受注活動に対して支援し、さらなる受注拡大の強化に

取り組むものでございます。 

  10番の小規模事業者チャレンジ事業につきましては、昨年度までのものづくり応援事

業と地場産業元気支援事業を集約し、国・県の事業との差別化を図り、専門家派遣事業

と連携し、専門家の指導のもと、経営改善計画等により収益の拡大や生産性の向上を図

る意欲ある小規模事業者を支援するものでございます。 

  11番の地域交流商業施設整備事業につきましては、地域交流の拠点となる商業施設の

整備について、地域の活性化、コミュニティーなど、地域課題を捉えながら検討を行う

ものであります。本事業につきましては平成31年度において検討を行うものでございま

すが、財源の関係から、国の地方創生交付金事業で平成30年度の補正予算にエントリー

したらどうかとのアドバイスを受け、申請したところでございました。今般その採択の

内示を受け、本事業につきましては検討と同時に実現可能なより現実的な対応を図るべ

く取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

  以上が商工観光課所管の主な事業でございます。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。４番、佐々木委員。 



- ８８ - 

○４番（佐々木誠司） 概要書57ページの６番、買い物環境支援充実事業についてお伺い

いたします。 

  買い物環境充実の実証実験を行った結果を受けてのことということでありますけれど

も、説明を受けておりますことは、ポイントカード事業とそれから移動販売事業に集約

していくという説明を受けております。 

  ただ、移動販売事業に関しましては地域が限定されておりますけれども、それ以外の

地域に対する支援というものをどのように考えていらっしゃるのかお聞きいたします。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えをいたします。 

  現在移動販売をしていただいているのが、中山地区を中心といたしまして、針生、大

瀬といったエリアをお願いしております。ほかの地域につきましては、今後事業者を検

討させていただきながらエリアを広げていきたいという考えは持っておりますが、やは

り支援の部分に関しましても今後検討課題ではあると考えているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） なかなか、これまでも後継者不足などによってさまざま、以前は

多くの移動販売車の方がいらっしゃったわけでありますけれども、少しずつ減ってきた

という実態もあるわけではありますけれども、その補う形ということで考えていらっし

ゃるのか、買い物ポイントサービス事業ということを掲げていらっしゃいますけれども、

この事業内容についてお伺いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えをいたします。 

  この買い物ポイントサービスにつきましては、以前アンケートをとった際、買い物の

移動手段が欲しいという意見が非常に多かったことからこの事業を始めております。 

  こちらにつきましてはデマンドタクシーで移動していただきまして、その乗車の際ポ

イントをつけているものでございます。ポイントが満点になった場合、町内のゆーしー

るの加盟店でございますが、そちらで500円分の買い物をしていただこうという制度で

ございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） デマンドタクシーを活用してということでありますけれども、特

に川西、蚕桑、鮎貝地区につきましてはデマンドタクシーの利用が多いということをお

聞きしております。 

  ただ、この運行に関してもさまざまな課題があるようではございますが、こういった

ことで介護の困難者といわれる方々の救済につながればよいのかと期待をするところで

あります。 
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  ただ、蚕桑地区で行われておりました御用聞き事業というものを、今度廃止もしくは

取りやめと申しますか、するわけでありますけれども、実情といたしましては、非常に

利用者の方々には便利な事業だということをお聞きしておりましたが、今回なくなった

ことで少し困る方もいらっしゃるのかと思いますけれども、その辺をどう考えていらっ

しゃるかお伺いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えをいたします。 

  実証実験の中では、御用聞きという事業を実際させていただいておりました。 

  こちらの検証の中身といたしましては、まだ自動車を運転できる方、または家族やお

友達などに乗せていただいて買い物ができる方、また介護保険などの制度を利用しての

買い物をされる方、またデマンドタクシーということで移動手段もあるといった中で、

実際会員募集をしたところ、そういったものと併用している方が数多く、実際自分でも

出向けないという方は非常に少なかったという現状がございました。現段階ではそうい

ったニーズが低いのではないかということで、今回そちらの見直しをさせていただき、

御用聞きから移動販売に集約をさせていただきたいと思っているところでございます。 

  これまで御用聞きをご利用されていた方につきましては、遠藤商店で行っております

宅配という部分になるのですが、注文を受けてものを届けるといった部分で対応させて

いただきたいといったこともお聞きしておりまして、こちらについては大変助かってい

ると思っているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） 民間の事業者の方々にも頑張っていただくということであります

ので、非常に、とても期待したいと思います。 

  続きまして、観光４シーズン推進事業についてお伺いいたします。 

  今回新たな項目といたしまして、桜の里づくり推進事業補助金ということで、釜の越

桜の移植をするとお伺いいたしましたが、この辺の事業内容についてもう少し詳しくお

聞かせください。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  桜の里づくり推進事業の内容についてでありますけれども、まず現在桜まつりにつき

ましては釜の越農村公園において開催させていただいております。そちらの釜の越桜が

現在枯死してしまった状態でございます。 

  一方、約20年前ですけれども、釜の越桜の枝折れしたものを近隣に挿し木していたも

のが順調に生育したということで、そちらを新たなシンボルという形で、現在の釜の越

農村公園に移植するというものになってございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 
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○４番（佐々木誠司） この釜の越桜に関しましてもですが、県の天然記念物ということ

で指定されておったものが廃止されたという経緯がございまして、これまで教育委員会

サイドでの支援であったわけでありますけれども、今回この商工に移行してきたという、

その理由についてお伺いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  現在の県指定の釜の越桜につきましては教育委員会の所管にはなってございますけれ

ども、このたび移植を計画しておる桜につきましては樹齢が約20年ということで、教育

委員会の文化財の管轄ではないということから、またさらに観光の部分で釜の越農村公

園を活用させていただいているということで、観光サイドになってございます。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） この釜の越の桜につきましては、事情は今担当から話があったとお

りでございます。 

  実は、私どもの町の桜をベースとした観光のみならず、町全体の観光につきましては、

以前にもお話をさせていただいたと思いますけれども、この西側山麓一帯に古い桜の木

が中心となっての観光というものが始まった。特にそのシンボル的であったものが釜の

越であるということでありました。一所懸命延命措置を図ってきたわけですが、残念な

がら枯れてしまったと。枯れてしまったものについてはもう全然葉も出ないということ

があったわけであります。 

  私どもとしては、何らかのシンボルが欲しいという思いを持っておりました。もちろ

ん薬師桜を含めていろいろな古木はあるわけでございますけれども、特にスタートした

釜の越桜につきましては、地元の桜を専門に愛する方が頑張っておられて、枝折れたも

のが、仮植をしておったものから根が出てきたと。今は花もつける状態になっていると

いうことであります。 

  やはり我々としては、この２世でなして分身桜というようなものを何とかして感謝の

気持ちを込めてもあの位置、あの位置についてはやはり区で段取りしていただきたいと

いうことを申し上げたわけでございますけれども、やはり我々は感謝の意を込めながら、

そしてこれから我々の後継者に引き継ぐためにもこの釜の越桜の分身桜があれば、それ

は移植してこれからも守っていきたい考え方の中で取り組みをさせていただいていると

いうことでございまして、何とぞ毎年あそこで高玉芝居なども上演していただいている

わけでございますので、今後ともよろしくご協力賜ればありがたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） まさに枯れてしまったかと思われた釜の越桜が実は生きていたと

いうことでありまして、地元の方々も本当に喜んでいらっしゃいます。樹齢800年のも

のが、さらにはその分身を生かしていくということは、これは桜の新たな歴史が始まっ
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たのかと思います。 

  観光という面でも、桜まつりを毎年実行されておりますし、春の観光の目玉というこ

とになっておりますので、今回このような予算が計上されておりますけれども、この予

算を生かすためにも、今後地元の方々もこれから何らかの形で管理、組織などをつくり

ながら管理していきたいということをお伺いしておりますけれども、こういった今後の

話になりますけれども、この予算を生かすために、今後どのように支援等考えていらっ

しゃるのか、その辺の考え方をお伺いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重雄） お答えさせていただきます。 

  現在の釜の越桜につきましては、保存会がございます。また、釜の越農村公園につき

ましては高玉区で指定管理をしていただいているということでございます。 

  今回の移植事業につきましては、平成31年度と平成32年度、いわゆる２年をかけて何

とか移植に向けて支援をしていきたいという考え方でございます。 

  その後につきましては、その保存会をどういう形で組織なされるかにもよりますけれ

ども、やはり１年、２年で活着すればよろしいわけですけれども、その辺は木の状況も

見ながら、専門家のご意見も頂戴しながら、保存会といいますか、そちらの組織と相談

をさせていただいて、支援をさせていただくときにはそのようなことで対応してまいり

たいと考えております。 

○委員長（菅原隆男） ほかにございませんか。２番、渡部委員。 

○２番（渡部善美） 58ページの15番、施政方針にもありましたけれども、ＤＭＯが実施

する観光地域づくりに対しての支援をするものですというものでありますけれども、推

進方策などをお教え願いたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  このたびの地域連携ＤＭＯ推進事業につきましては、２市２町で取り組んでいくもの

でございます。 

  これまでも観光事業にさまざま取り組んでまいったわけですけれども、これからは単

独市町ではなかなか困難な部分も出てくると、誘客の部分で大変だということで、広域

で連携しながら、旅行商品を造成しながら誘客を増加させ、地域の活性化を進めていく

ものになってございます。 

○委員長（菅原隆男） ２番、渡部委員。 

○２番（渡部善美） インバウンドの受け入れ態勢など、わかったらお教え願いたいと思

います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 
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  インバウンドについてでございますけれども、このたび連携市町の中に飯豊町がござ

います。現在山形県内では台湾からのインバウンドが一番多いわけですけれども、その

中でも飯豊町には年間3,600名ほど宿泊を伴って入っている状況でございます。 

  一方、白鷹町につきましてはまだインバウンドが少ないということで、飯豊町のノウ

ハウなども活用させていただきながら、こちらの連携した事業の中で、白鷹の観光施設

にも立ち寄っていただいたり、また地域連携ＤＭＯとして多言語のホームページを開設

したりということで、観光情報の発信を行っていくものでございます。 

○委員長（菅原隆男） ２番、渡部委員。 

○２番（渡部善美） そのほうはよろしくお願いしたいと思います。 

  あと、59ページ、６番、町産材等木造建築推進事業とありますけれども、これは新築、

増築、あるいはリフォームでもあり得るのかお教え願いたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えいたします。 

  まず、リフォーム、増改築につきましては、こちら全て該当させております。新築に

つきましては、町産材を活用した場合に限り該当させている仕組みとなっております。 

  以上になります。 

○委員長（菅原隆男） ２番、渡部委員。 

○２番（渡部善美） その辺もよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 13番、関委員。 

○13番（関 千鶴子） 先ほど58ページのＤＭＯ推進事業の質問ありましたけれども、具

体的にこの予算の中身をお聞きしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  このたびの地域連携ＤＭＯの主な予算についてでありますけれども、まず大きく３つ

ほどその事業の中で取り組むものがございます。 

  まず１つといたしましては、旅行商品の企画販売を行うという部分になります。こち

らについては多言語のホームページの構築であったり、チラシを作成するもの。また、

これまで全くしてこられなかった顧客満足度調査といった部分もこちらの事業には含ま

れてございます。 

  そして、２つ目でありますけれども、観光客の受け入れ態勢整備ということで、こち

らにつきましては、まず地元の民間の方々にもご協力をいただきながら取り組む事業と

なってございますので、地元の方々にもこういった事業をやっているというＰＲ、それ

から多言語での外国人の方向けの広域の観光マップなどを整備するもの。 

  そして、３つ目といたしましては、観光ＰＲ事業ということで、新たに山形アルカデ

ィア観光局という組織が設立されたわけですけれども、そちらのロゴの制作であったり、
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エージェントへの訪問をして営業を行うといった、そういった部分の事業、大きく３つ

に分かれてございます。 

○委員長（菅原隆男） 13番、関委員。 

○13番（関 千鶴子） 今山形アルカディア観光局ということでしたけれども、広域的に

その観光局で、白鷹でしたら白鷹の中での商品開発を考えていくと考え方でしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  具体的な事業展開になりますけれども、この観光局の中につきましては、白鷹町の担

当になっていただく職員の方も雇っていく形になってございます。そちらの方を中心に

しながら白鷹の魅力の再発掘などをしていただくという形になりますけれども、白鷹の

観光の強みは特に体験といった部分になっているかと思いますので、そういった形で、

さまざまな体験できる箇所をゆっくり回っていただきながらお金を使っていただくとい

う形がメーンになるのかと想定してございます。 

○委員長（菅原隆男） 13番、関委員。 

○13番（関 千鶴子） このＤＭＯに関しましては、置賜定住自立圏構想の中の一環とし

ての広域的な取り組みという位置づけでやっていくということの認識を持たせていただ

いていいのかを確認させていただきます。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重雄） お答えをさせていただきます。 

  定住自立圏構想の中で、広域観光という部分につきまして、各市町、米沢市を中心に

して各市町でのできるものについて等、担当者レベルでの話し合いもさせていただいて

おりまして、それは一応行政の関係ということでございます。 

  いわゆる民間でのそれを受けての取り組みということにつきましては、山形置賜観光

会議、あとこの山形アルカディア観光局のＤＭＯが主体となって、民間レベルでの活動

を行うということにさせていただいております。 

○委員長（菅原隆男） 13番、関委員。 

○13番（関 千鶴子） そうしますと、最後にですけれども、そのＤＭＯの事業と町の観

光協会のかかわりに関してはどのように理解させていただいたらいいのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  今回のＤＭＯにつきましては、広くインバウンドも含めた誘客、旅行商品を売ってい

くという形で稼いでいくという形になりまして、その中では一つ旅行業の２種というも

のも取得していく形になります。そうしますと、国内向けに広く旅行商品を販売するこ

とが可能になるということで、これまで観光協会ですと２団体ということから、旅行業

などの取得ができないということもありましたので、ＤＭＯにつきましてはそういった
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旅行商品を販売できる強みを生かしていただきながら取り組んでいただくという形にな

るかと思います。 

  観光協会につきましては、これまで自推していただいております４シーズンのイベン

トですとか物販といったものをやっていただいているわけですけれども、それを継続し

ていただきながら、よりお客様に来ていただくきっかけという形で、より充実したイベ

ントを引き続き継続した中で取り組んでいただくという形での住み分けと考えてござい

ます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 58ページの空き家対策事業についてお聞きいたします。 

  実績と今後の推進策などあれば教えてください。 

○委員長（菅原隆男） 芳賀係長。 

○係長（芳賀敦子） お答えいたします。 

  空き家対策では空き家バンク事業を展開しておりますけれども、今までで、今年度登

録された件数が18件、それからあすあす契約の件数まで含めますと売買が10件、賃貸契

約が３件となってございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 空き家バンクへの登録数はふえているという形なのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 芳賀係長。 

○係長（芳賀敦子） お答えいたします。 

  平成29年度登録件数よりも、平成29年度が15件でございましたので、少しではありま

すけれども増加している状態でございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） お問い合わせは町内外から、結構県外からもございますでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 芳賀係長。 

○係長（芳賀敦子） お答えいたします。 

  インターネットをごらんになって実際に物件の内見にいらっしゃったという件数もあ

りまして、そこから売買、それから移住等につながったケースも何件もございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 引き続きお願いをいたします。 

  次に、その下の荒砥駅前交流施設管理事業についてお聞きいたしますけれども、観光

協会が荒砥駅に移っての効果、それから町の方のお声などあれば教えていただきたいと

思います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  荒砥駅前交流施設につきましては、平成29年６月から観光協会が事務所として構えて
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いるところでございます。 

  その管理につきましてですけれども、現在の待合室のところに、カップ式ではござい

ますけれども自動販売機を設置していただきまして、利用者の方にゆっくりと待ってい

ただいているという形の対応をしていただいておりますほかに、町の特産品、工芸品を

初めとした特産品でありますとか、白鷹レッド商品の展示販売、そして季節ごとに待合

室、中の部屋になりますけれども、季節ごとに展示装飾などをしていただいておりまし

て、そういった形で利用者、町の玄関口として利用者の対応をしていただいているとこ

ろでございます。 

  町民の方からの直接的な意見については把握していないところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） さまざまなものがそこで、白鷹町のものが買えるということもある

と思いますけれども、売り上げなど向上はいかがでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 吉村補佐。 

○補佐（吉村秀昭） お答えいたします。 

  売り上げの金額については持ち込んではいないのですが、一昨年よりも若干微増とい

うことでございます。 

  また、自動販売機の売り上げも非常に好調でございまして、大変効果があるというも

のでございます。 

  また、朝私向こうにも出勤しているのですが、非常にお客様というか町民の方もあそ

こでくつろいでいらっしゃるという状況もございます。また、非常にトイレの利用もご

ざいまして、広く活用いただいているということでございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 今後の課題などあれば教えてください。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） 今後の課題でありますけれども、施設が設置となりまして15年以上

経過しているということで、施設の老朽化ですとか、あとは最近不審者というわけでは

ないのですが、いろいろな防犯カメラなども今設置はしておりますけれども、そういっ

たより利用者の安全対策といった部分に気を使っていかなければならないのかと考えて

いるところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） フラワー長井線の終着駅という意味合いもありますし、本当に白鷹

町の玄関口という形だと思いますので、ぜひ対応される皆様には明るくお客様をお迎え

できるようにお願いをしたいと思います。 

  次に、59ページの産業フェアについてお聞きをしたいと思いますけれども、真夏の開

催から秋に移ったわけですけれども、その産業フェアの実績、効果、今後の課題などあ
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れば教えてください。 

○委員長（菅原隆男） 吉村補佐。 

○補佐（吉村秀昭） お答えいたします。 

  産業フェアにつきましては、今年度11月３日、４日ということで開催してございまし

て、今年度につきましては両日を通じまして前年度を上回るお客様の来場がございまし

た。そして、さらに売り上げも13％のアップということで、大体230万円ほどの売り上

げがございました。さらに、今年度につきましては、白鷹の獅子舞や紅の花コンサート

など新たな取り組み、さらには従来から行っている働く車や木工体験などでたくさんの

お客様にご来場いただいたということでございます。 

  効果についてでございますが、やはり白鷹の産業を知っていただくいいチャンスとい

うことでございます。また、秋の味覚を知ってもらうということで、農業協同組合の会

場では白鷹の農産物、リンゴやラフランス、また米沢牛などの販売ということもござい

まして、それを知っていただくチャンスだったと思っております。 

  課題についてでございますけれども、実行委員会では昨年より２日間での開催、２会

場でということで実施しておりますが、農工商観連携の中での一体感を持ったイベント

としていきたいという声もございました。また、今回が初めてした商工会のゆーしーる

の引き換えイベントでございましたけれども、なかなか行列ができてしまいまして大変

だったということもございまして、その点につきましては実施方法や時間など、実行委

員会で検討してまいりたいという意見がございました。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） ありがとうございます。 

  行列のできるイベントがなかなかない中、本当に期待をされる取り組みだと思います

ので、鮎まつりともに、また白鷹町を代表するイベントとして成長できるようにご期待

をしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） 予算書のどこに入っているかわかりませんが、ふるさと森林公園の

パレスに行く途中の木造の橋、きのう農林課でも聞いたのでしたが、景観的に悪いとこ

ろを直す、そこの予算には入っていないということで、もうあの橋、通れなくなってか

らもう数年たつわけで、非常に危険な状況になっております。これについてはアルカデ

ィア財団で取り壊すなり直すなりをするのか、行政でやるのか。 

  あそこの橋をつくった経緯については農林の予算だったと思っているのですが、今回

の平成31年度予算に、その橋の件については入っておりますか。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 
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  連絡橋につきましては、委員ご指摘のとおり平成８年に農林サイドの補助事業を使っ

て整備をされてございます。現在は通行禁止という形にしてございます。 

  設置の経過につきましては、当時キャンプ場から、キャンプファイヤーをする広場が

あったと。そちらを、道路を渡らずに連絡通路として利用されていたと理解してござい

ます。現在はキャンプファイヤーをしていた場所がパークゴルフ場になったということ

で、利用の必要性はなくなっているということで禁止にしておるところでございます。 

  橋の撤去につきましては、金額的な部分も調査などしていないということで、今回の

予算に計上はしてございませんけれども、橋の上の部分、手すりの部分になりますけれ

ども、そちらの特に老朽化が進んでいるということが見えますので、その点については、

撤去等について検討をしているという状況でございます。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） この木橋につきましては、やはりあそこのキャンプファイヤーサー

クルがあったと、非常に利用度も高かったと。しかしながら、現在あのような形でのパ

ークゴルフ場になったと。これはそういう経過があったということであります。 

  昨年の冬でございますが、豪雪であったということもあったと思うのですが、欄干か

ら落ちた雪が車に当たって車が少しへこんだという事実はあったこともあります。 

  実際に利用度、誰が使うんだろうということが今話し合われている状況でございまし

て、今直ちに取り壊すべきなのかどうか、やはり相当な金額をかけてつくったわけです

から、このつくった必要性がその当時としてあったわけであります。この必要性がなく

なったという段階で、広く認識をしていただきながら、どの程度の解体費用がかかるの

か。その辺はこれから詰めをさせていただきまして、取り組んでいくしかない。 

  今係長からあったように、欄干の部分が非常に危険だという、危険というよりも渡る

には危険だと。あのままの状態でこのロープ等々でしておけば、落橋といいますか、欄

干が落ちるということはないと私は伺っておりますので、少し時間をかけながらでござ

いますけれども、その必要性というものが何であるのか等々を皆さんと一緒に、関係者

と話し合いをしながら取りまとめていきたいと思っておりますので、ひとつよろしくご

理解をお願いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） 私は、必要性があるかないかということよりも、まずはこども園の

子どもたちも遠足に来たりして、非常に危ない。今通行どめにはしていますけれども、

通ってはいけないという注意喚起ではなくて、絶対に通れない形にすべきではないかと

いうことで、撤去するかしないかというのは話し合い、これから持っていただいて結構

なんですが、危険防止という面から、何かしら手当てをしないと、今のままではだめな

のではないかと。 

  この状態がついこの間できたということでなくて、もうそうなってから大分たつので
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す。欄干だけではなくて下、歩く部分も板が腐ってきている部分もございます。ですか

ら、絶対通れない形にするか、今まさに必要性はないわけですので、通れない形にぜひ

していただければと思います。 

  そしてもう一つ、予算書の107ページの観光費の中の事業費、修繕料780万円予算化し

てございますが、今何をどのぐらい予定をしているのか、中身をお知らせください。 

○委員長（菅原隆男） 横澤副町長。 

○副町長（横澤 浩） 前段の件につきまして、ふるさと森林公園を管理させていただい

ておりますアルカディア財団の関係からもお話をさせていただきたいと存じます。 

  今委員からお話ありましたように、あの施設等につきましては公園でございまして、

不特定多数の方々が楽しく安全にレクリエーション等でお使いするということが前提で

ございますので、特にお子さんとかそういう方々が使って安全であるためには、その危

険な箇所があるということについては当然あってはならない話でございまして、これら

については新年度からも雪が消えて、新しい体制にもなるわけでございますので、この

辺については今ご指摘がありましたように、事故等のないように、今施設等については、

スカイサイクルあるいは木橋と老朽化も進んでおりますので、この辺については緊張感

をもって安全管理に努めるということで、関係者と協議をした上で適切な対応をしてま

いりたいと、このように存じております。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） それでは、需用費の修繕費についてお答えいたします。 

  780万4,000円計上されてございますが、その内訳といたしましては、ふるさと森林公

園関連で500万円、伝統工芸の村関連で216万円、ヤナ公園関連で50万円、観光費の部分

で９万5,000円、荒砥駅前交流施設関連で４万9,000円という内訳になってございます。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） 私、３点ほどお聞きしたいと思います。 

  57ページであります。ここの伝統工芸文化という項目がありますけれども、これは深

山の天蚕飼育といいますか、天蚕のことだと理解をしているわけでありますけれども、

かなり深山地区の方々が苦労されてここまで頑張ってきてくれたと私思っています。 

  そんな中での、今回こういった事業がなされるということで、もうちょっと詳しく経

過をお聞きしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  伝統工芸文化人材育成事業の内容でございますけれども、このたびは白鷹紬の織子２

名、それから天蚕の繰糸をしていただく方１名に対しましての、その技術の継承、育成

について支援をしていくというものになってございます。 

  白鷹紬の織子につきましては、小松織物工房と白鷹織それぞれに１名ずつ。小松織物
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工房につきましては京都出身、県外出身の方で、高校卒業したての方が１名既にこちら

で技術継承をしていただいております。 

  白鷹織につきましては、町内在住の方でございますけれども、30代の女性という形で、

これから実施予定になってございます。 

  天蚕の繰糸事業につきましても、今回２年目というような形になりますけれども、１

名予定しているという事業になってございます。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） 前から天蚕を紡ぐというのは物すごく難しいとお聞きしているわけ

ですし、去年の天候で卵が、やっと卵がとれたというお話も聞いております。 

  あと、それに付随する道具なども今各家庭の中にお願いをして行っているというよう

な、あれも１カ所にまとめて保存されればいいかなという要望もお聞きをするわけであ

りますので、今後ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、58ページでありますけれども、ふるさと移住事業についてであります。 

  今現在どのような、いわゆるこの報告会がこの後あるというように、報告というか、

あると聞いていますけれども、ふるさと応援の。それで、その方々が恐らくやるのだろ

うと思いますけれども、改めてここで、初めにもうお聞きしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重雄） 委員今ご質問された中身につきましてございますが、報告

会というものについては予定してございません。 

  恐らく地域おこし協力隊の方の報告会ということでございまして、私どもがこのふる

さと移住応援プログラムで取り組んでいるものにつきましては、いわゆる町外の方が私

どもの町に移住されるといったところのご相談であるとか情報提供をさせていただいて

いるという中身でございまして、それらの実績につきましては私どもでご説明される内

容となってございますので、そこら辺はご理解をいただきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） はい、わかりました。 

  そこで、これが今現在どうなっているのかを伺いたいと思うのですけれども。 

○委員長（菅原隆男） 芳賀係長。 

○係長（芳賀敦子） お答えいたします。 

  移住推進施策の現状ということでよろしいかと思いますけれども、ふるさと移住推進

協議会が中心となりまして、首都圏に移住相談会などに出向いて、移住を検討されてい

る方とコンタクトを取りまして、ぜひ白鷹町にという動きをしているところであります。 

  そういう相談会を通じた移住者、または先ほど空き家バンク、空き家のこともご質問

いただきましたけれども、空き家を見たいということで白鷹町に訪れた方とさまざま相

談をさせていただいて移住したという件数は、今年度22名となっております。これは、
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昨年度中に移住を決定された方、それからこれから今年度中に移住される方も含まれて

おりますけれども、22名で、間もなくもう１名の方が物件を契約されて移住されるのか

と考えております。 

  これは、あくまでも私たちの移住相談窓口に相談をされて移住された方の実績でござ

います。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） わかりました。これからもひとつよろしくお願いをしたいと思いま

す。 

  そこで、59ページでありますけれども、地域産業の３番の受注拡大という項目であり

ますけれども、先ほど齋藤課長からサテライトオフィスの廃止というような、ここに予

算とは関係ない話になりますけれども、よろしいでしょうか。そのサテライトオフィス

の廃止という経過などもお聞きしたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えいたします。 

  サテライトオフィスにつきましては、首都圏での受注の動向でございますとか企業誘

致、または販路拡大、受注拡大といったことで事業を進めておりました。近年製造業を

中心といたしまして景気も回復しているという状況もありまして、首都圏からの受注を

受けてもさばききれないといいますか、全て受けられないという状況も出ているところ

も現状でございます。 

  そういった状況などを勘案させていただきまして、首都圏に事務所や職員を配置する

のではなく、こちらから職員が出向き受注活動を行うといったことに方向を定めさせて

いただいたというところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） 了解しました。 

○委員長（菅原隆男） 14番、今野委員。 

○14番（今野正明） 概要書の57ページです。観光交流計画策定事業について伺います。 

  観光につきましては、国・県を挙げて、今力点を置いた政策をやっているわけですけ

れども、本町としましてはどのような計画を策定しようとしているのか。特長などあっ

たらまずお聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  観光交流計画でございますけれども、現在の計画が来年度、平成31年度までのものに

なってございます。今回新たに策定を計画しているものでございますけれども、その中

身につきましては、来年度実際に検討していくという形になりますが、現在は紅花生産
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日本一とまるごと白鷹町という２本の柱にして展開してございます。 

  紅花関連につきましては「日本の紅（あか）をつくる町」ですとか白鷹レッドといっ

た取り組みを実施してございます。町内周遊については観光４シーズンのイベントです

とか旅先案内人のおもてなしなどで取り組んでいただいております。 

  そういった、現在、これまで取り組んできたものを検証しまして、実際あとは現在の

観光を取り巻く環境ですとか社会情勢などを踏まえた中で、来年度具体的な話は進めて

いく形になるかと思います。 

○委員長（菅原隆男） 14番、今野委員。 

○14番（今野正明） お話の中にもありましたように、広域的な視点ももちろん含めるの

だと思いますけれども、今紅花の話もございました。農業遺産や日本遺産にも指定され

ております。 

  そういった中で、先ほどはＤＭＯ、２市２町の関係があったわけですけれども、関連

する市町あるいは県、国、こういったところとも連携をしたような中での計画策定が必

要になるのではないかと考えておりますけれども、その点はいかがでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤商工観光課長。 

○商工観光課長（齋藤重雄） お答えをさせていただきます。 

  委員おっしゃるように広域の視点、それからインバウンドの視点でございますとか、

やっぱりこれからはそういった視点が大きくなってくるのかとは思いますが、今まで本

町が進めてまいりましたいわゆる「日本の紅（あか）をつくる町」ということ、これに

つきましても日本農業文化遺産になっていますけれども、県では世界農業遺産を目指す

のだというようなお話もございますので、そのような取り組みを私たちもサポートして

いく必要があるとは考えてございます。 

  また、ＤＭＯの関係もございまして、広域では取り組むわけですけれども、それぞれ

の自治体の観光資源というものにつきまして、やはり磨き上げをして、私どもの町の観

光資源、今体験というのが一番キーワードにはなってございますが、そこら辺をこのＤ

ＭＯの中でも突出したといいますか、体験ものだったら白鷹で引き受けてもらわないか

ということで目指していきたいものだと思っているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） 14番、今野委員。 

○14番（今野正明） 着地型など、あるいは体験型、これまでもそういった姿勢をとって

きたのかと思います。ぜひ今後とも白鷹の特徴のある観光計画にしていただきたい、そ

のように思います。 

  もう一点なんですけれども、60ページ、ふるさと応援費。 

  昨日は収入の面からも質問等あったわけですけれども、支出の面でちょっとお伺いい

たします。 

  まずは前年の実績と、もし今年度特徴的な内容があるとすれば、その辺の回答をお願
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いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 芳賀係長。 

○係長（芳賀敦子） お答えいたします。 

  今年度、平成30年度につきましては寄附額6,000万円を見込んでいるところでござい

ますけれども、２月末現在5,000万円をちょっと超えたぐらいの金額になってございま

して、これからの推移を今注視しているところでございます。 

  平成29年度の実績につきましては、資料をお持ちしておりますのでちょっとお待ちく

ださい。平成30年度の実績との比較の数量だけご報告させていただきますと、12月末期

では42％ぐらいの寄附件数、45％の寄附金額ということで、その後もあまり伸び率に、

50％までいかないという見込みになってございます。 

  返礼品につきましては、総務省の指導もありまして３割、これは白鷹町の場合は送料

を含む３割にさせていただいているところでありますけれども、そういうことからも寄

附額が減っているのかとは考えてございます。 

  ただ、返礼品の中で、白鷹町でなければならない、この町でしか提供できない産品を

ふやそうということで、紅花染めのネクタイでありますだとか名刺入れだとか、それか

ら白鷹レッド商品の詰め合わせセットでありますとか、そういう商品をふやし、約70品

目ほどになってございます。それから、先ほど白鷹町の観光の強みは体験だという話も

出ていましたけれども、白鷹町にお越しいただいて体験いただく返礼品なども開発をし

ているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） 14番、今野委員。 

○14番（今野正明） 内容はよくわかりました。 

  その中で、この寄附を申し込む方ですけれども、実額で多くなるかどうかというのは

国の考え方などもありまして、これはそれに任せてよろしいのではないかと思います。 

  しかしながら、申し込むほうの方々がどのような媒体等で申し込まれているが多いの

か、また我が町では使い道をさまざまこういったものに使います、どうですか、あるい

は町長にお任せということもありますけれども、どういったところに要望といいましょ

うか、使ってくださいというのが多いのか、その２点についてちょっとお伺いいたしま

す。 

○委員長（菅原隆男） 芳賀係長。 

○係長（芳賀敦子） お答えいたします。 

  先ほど12月末の件数を申し上げましたけれども、12月末ですと件数としては970件ほ

どだったのですが、ほとんどがインターネットを経由して、現在はふるさとチョイスと

いうサイトを利用させていただいているのですが、そちらを利用している方がほとんど

でございます。直接役場にお持ちいただきます方ですとか、郵送でお申込みいただく方
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は、手元の資料にありませんけれども、十数件または二十数件、そのぐらいの開きがご

ざいます。 

  ことしはそのサイト利用する中でも、決済方法がクレジットカード、できるようにな

っているのですが、今ユーザーが多いといわれるアマゾンのアマゾンペイという方向で

決済できるサービスが始まったので、そちらにも参画をいたしまして、11月中旬からで

すけれども、させていただいて、寄附額は伸びている状況でございます。伸びた件数に

ついては手持ちで数字がありませんので、申しわけございません。 

  使い道につきましては、とにかく応援という、町の事業の中にお任せしますという項

目が多くなってございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） 14番、今野委員。 

○14番（今野正明） 白鷹町のファンといいましょうか、ぜひ寄附金を、どういった名目

でもいいからということなのかもしれません。我が町の応援はしたいという気持ちであ

ろうと思います。その応募が、ネットが大半であるということでありますと、私もちょ

っとネットを見てきたのですけれども、こちらへの力点を置いて、やはり情報発信せざ

るを得ないのではないかという感じがいたします。 

  今後どのような内容とするかですけれども、各自治体といいましょうか、全国レベル

でこのふるさと納税についてはそういう工夫を凝らして情報発信しているのだろうと思

います。そこにぜひ、さまざまな媒体があると思いますけれども、そこを、そういう工

夫を駆使して、ぜひ件数もふえるような内容にしていただきたい。ぜひご尽力を願いた

いと思います。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ８番、山田委員。 

○８番（山田 仁） 56ページ、労働諸費ということで、２番であります。 

  勤労者福利厚生拡充事業ということで、これ毎年このような予算枠が組まれていまし

て、今年度も2,550万円、利子補給なり貸付金ということでありますけれども、この事

業等について内容、また本当に有効活用されているとは思いますけれども、その辺につ

いてひとつご説明をいただきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） それでは、お答えいたします。 

  こちら勤労者が利用していただける各種資金の融資、原資を預託するものでございま

す。さらに、その融資を受けた方に利子の補給を行っております。 

  平成30年度の実績見込みといいますか、そちらで申し上げますと、利子補給につきま

しては７万円ほどを見込んでおります。こちら、平成30年度中に新規申し込みがござい

ましたのが11件で、1,620万円。１月末現在でご利用されている方が28件で2,706万
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4,000円となっている状況でございます。 

  こちらはやはり低利で融資を受けることができるということですので、有効な事業だ

と考えております。 

○委員長（菅原隆男） ８番、山田委員。 

○８番（山田 仁） 余りなじみのない方もおられると思いますけれども、例えばこの融

資先といいますか、例えば労働金庫とかいろいろな金融機関あるわけでありますが、そ

のようなこと、あと利子補給の、どの程度補給されているのか、その辺お聞きしたいと

思います。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えいたします。 

  金融機関につきましては、労働金庫となっております。 

  こちらの利子補給のパーセントでございますが、各融資によりまして１.何パーセン

トから２％をちょっと超えたぐらいのパーセントでの利子になっておりますが、そのう

ち１％を補給しております。 

○委員長（菅原隆男） ８番、山田委員。 

○８番（山田 仁） やはりある程度の、特定の金融機関ということで、なかなかなじみ

が薄いのかと思われます。この辺、労働金庫はある程度誰でも使えるわけでありますの

で、まだまだＰＲがなっていないのではないかと思います。そのような面でＰＲを進め

ながら、せっかくの予算ですから幅広く使ってもらえるようにこの事業を生かしていた

だきたいと要望したいと思います。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 概要書59ページの深山和紙振興研究センター事業についてですが、

予算が少し前年度よりも多いということも踏まえた中で、この件について説明を求めた

いと思います。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  深山和紙振興研究センターの拡充の部分でございますけれども、こちらにつきまして

は備品の購入ということを検討しております。 

  その備品につきましては、和紙の原料である楮の繊維を攪拌する、砕く機械というも

のになってございますが、現在の深山和紙センターが設置された当初からありますコン

クリート製のものになっておりますけれども、こちらが老朽化などによりましてコンク

リートの剥離であったり、カビが発生しているということで、和紙の原料そのものの品

質が落ちてしまうおそれがあるということで、今回ステンレス製のビーター機という専

用機械を導入するというものでございます。 
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○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 機器整備についてはわかりましたが、この深山和紙の伝統工法を継

承する方がこれから出てくるのかと、これが一番心配なところだと思います。 

  私たちが今胸にしているこの桜のブローチ、これ大変県外では好評で、若い女性の方

も欲しいということもいろいろあります。そこら辺から踏まえましても、この後継者育

成、また楮ふかしについても地元の高齢の方々が主に手伝っているという状況の中で、

先ほどの観光の中でも体験型を目指すということになった場合に、大変このような伝統

工芸の中での体験というのは大事だと思うのですが、そこら辺はいかがでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 大瀧係長。 

○係長（大瀧勇祐） お答えいたします。 

  やはり伝統工芸品の継承者、担い手という方が大変今後重要になってくるかと思いま

す。 

  今年度、先ほどもご説明させていただきました伝統工芸文化人材育成事業などを実施

しておりますけれども、深山和紙、それから和紙人形研究会につきましても、地域伝統

文化に携わる方々と意見交換などをさせていただきながら、どのようにしていくと担い

手確保につながるかということを引き続き検討しながら考えてまいりたいと考えてござ

います。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） 今の委員おっしゃるとおり、後継者というものは非常に重要になる

と、私もそう認識しております。 

  実は、今西川町の月山和紙においでになっている方もやはり全く県外の方でございま

して、やはり月山和紙に興味を持ち今就労していらっしゃいますけれども、数年間は、

あれはもうやっていなかったわけであります。まだ機器があったから引き継ぎもできた

と。また以前にやっていた方も元気でいらっしゃったということで、何とか引き継ぎに

なったと。上山市の高松和紙もそういう状態がございました。今現在、後継者という形

で続いているのが長沢和紙と深山和紙ということになります。ただ、やはり長沢和紙も

相当苦労をなされているようでございます。私どもも今一所懸命頑張っていただいてい

ることは間違いないのですが、これから何年そういう関係をつくっていただけるのかは

わからないと。 

  それから、この和紙の加工をやる人形研究会の方も、今お２人でやっていますけれど

も、もう限界だという話もやはり言われてもおります。それは、いろいろな面での限界

があるわけでして、この辺については相談をさせていただきながら、この白鷹の特徴の

ある、我々の昔からの文化というものを継承できるように頑張っていきたいと思ってお

りますが、この和紙すきにつきましては、町内で後継者を探すということは相当厳しい

のかと。広くこういう和紙をつくるということに興味のある方を全国的に募集しなけれ
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ばだめなのではないかとは思っております。 

  例えば、一つには、地域おこし協力隊などの、私どもとして募集の範囲に入るのかと

いうことで、これからやはり、ただやっている方がいらっしゃるわけですから、その方

と十分話し合いをしながら取り組んでいく必要があるのかと思っております。 

  委員おっしゃるとおり、私どもとしては、後継者というものは大きな課題であるとい

う認識はさせていただいているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 後継者については当然そうだと思います。 

  この中で、このブローチづくりとかその和紙人形については、小学校の子どもたちと

か中学校の子どもたちに体験させたりするというのも一つの方法論かと私は思っており

ます。そこら辺も踏まえながら、後継者についての、これからの後継者育成には、頑張

っていただきたいと思います。 

  続きまして、60ページの地域交流商業施設整備事業について。 

  先ほど現実味を帯びてきたというお話があったのですが、そこら辺少し説明を求めま

す。 

○委員長（菅原隆男） 平井係長。 

○係長（平井正秋） お答えいたします。 

  先ほど課長からもございましたが、平成31年度事業におきまして、こちらの整備事業

の策定、構想でありますとか、予算の確保といったところを進めていこうという方向で

考えておりました。年あけですが、平成30年度補正のものがあるということでアドバイ

スをいただきまして、そちらに申請をさせていただいたところです。 

  構想の中身といたしましては、やはり町づくりや地域づくりという考えの中で、地域

課題としてあります商業施設といった部分を組み合わせたもので何かできないかといっ

たところで、構想はある一定程度のものですがしていたところでございます。 

  今回につきましては、その部分の、商業といった部分で申請をさせていただいている

状況でございまして、フレーム的には福祉的な部分でありますとか地域交流といった部

分も含ませながらの町づくりといったところでの考えを持っているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） これ、ほかの地区というか全国的にこういう施設を運営していると

ころが多々あるようですが、そこら辺を踏まえますと、地元の方が一緒になって、商工

会ばかりではなくて一般の住民の方もこれに参加して運営していくという方法論が一番

長い目で見た上では大事かという結果があるようですが、そこら辺はいかがでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤課長。 

○商工観光課長（齋藤重雄） お答えをさせていただきます。 

  私どももさまざまこの鮎貝地区からのご要望がございました中で、その以前からです
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けれども、あの地域に商業施設ということで、さまざまスーパーでございますとか当た

らせていただきましたけれども、なかなか進出までは至らないということでございまし

た。 

  また、要望を受けてから、町では地元の商店の方々に何とかご出店をいただいて、そ

の中で、私どももご支援をさせていただいた中で運営ができないかということでもさま

ざま当たってきたわけですけれども、結局今のところ鮎貝地区、蚕桑地区の商店の皆様

方の中では、あそこに出店するというまではいかなかったという状況でございます。 

  委員おっしゃるように、地元の方々が、一つは、株でもいいのですけれども、そうい

った出資をなさって、自分たちのお店だというようなことで考えることも一つの手法で

あるとは思いますけれども、やはりその中で地元の方々とお話ししますと、やはりそれ

を運営する、いわゆる経営する方、この方が誰なんだという部分について、やはり地元

の人でそれを経営できるのかという話もございます。やはり地元の方が出資するといっ

た場合に、その地元の方で経営するということができるのかできないのか、そこら辺は

非常に、委員のおっしゃるやり方ですとそこら辺がまず課題になるのかとは思っており

ます。 

  そういったことで、さまざまなパターンがあるかと思います。その中で、やはりより

現実的で実現可能な、そういった部分を我々は模索してまいりたいと考えているところ

でございます。 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。 

  ここで説明員交代のため、暫時休憩いたします。再開を11時30分といたします。 

              休 憩  （午前１１時１７分） 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午前１１時３０分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 

  次に、建設水道課所管の審査を行います。 

  概要説明を求めます。菅原建設水道課長。 

○建設水道課長（菅原良教） それでは、建設水道課所管の平成31年度一般会計当初予算

案の概要につきましてご説明を申し上げます。 

  ページにつきましては61ページから65ページになりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  それでは、説明をさせていただきますので、62ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

  最初に、基本的方向でありますけれども、平成31年度につきましても、町民の皆様が

安全で安心できる快適な生活環境づくりに向けまして各種事業を展開してまいります。 

  地籍調査事業につきましては、萩野地区の区長登記の早期解消に向けまして、地積調
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査なり測量等を継続的に実施してまいります。 

  道路交通網の整備につきましては、荒砥橋架替工事の事業促進を初めといたしまして、

国道287号、菖蒲下山地内でありますとか西回り幹線道路といった部分の早期着工など、

幹線道路網の整備の促進に向けまして引き続き努力をしてまいります。 

  また、町道関係につきましては、道路維持なり改良事業を初めといたしまして、長寿

命化のための町道、橋梁等の補修工事、除雪体制の整備による冬期間の安全な交通の確

保といったことなど、計画的に事業を実施してまいります。 

  河川水路維持関連でございますが、計画箇所の整備工事を推進いたしまして、豪雨等

に対する安全性の向上に努めてまいります。 

  都市計画関連につきましては、引き続き第６次の町の総合計画策定と調整を図りなが

ら、都市計画マスタープランの完成を目指しまして計画策定に取り組んでまいります。 

  住宅施策関連でございますが、引き続き住宅リフォーム等に対して支援をするととも

に、すまいる関連の若者定住促進施策を推進してまいります。また、新規事業といたし

まして、今後の新たな住宅施策の展開に向けての構想策定に取り組むとともに、危険ブ

ロック塀等の除却支援によりまして、通学路等の安全の確保を図ってまいります。 

  災害復旧事業関係につきましては、土砂災害対策というようなことで、県事業であり

ます急傾斜地崩壊対策事業でありますとか急傾斜砂防自然災害防止事業等の促進に務め

まして、周辺住民の皆さんの安全確保を図ってまいります。 

  次に、62ページから63ページの予算の体系、そして主な取り組みにつきましては、そ

れぞれ予算の目ごとに事業を取りまとめていたものでございますので、ごらんをいただ

ければと思います。 

  続きまして、64ページをお開きいただきたいと思います。 

  個別事業一覧でございますが、主な事業について説明を申し上げます。 

  初めに、１．地籍調査費の１番、地籍調査事業でございますけれども、平成30年度の

補正予算分、繰り越しをさせていただいた部分でございますが、2,100万円ほどござい

まして、そちらとあわせまして萩野字神沢付近、0.73平方キロメートルの調査と、前年

度調査分の字焼野付近、0.78平方キロメートルほどございましたが、それらの最終的な

まとめ等を実施するというものでございます。 

  次に、４．道路維持費の２番、町道維持補修費でございますが、舗装でありますとか

側溝、道路附属施設等の維持補修及び整備工事等を実施するものでございます。予定を

しております主な路線ということでは、一つには浅立地区の浅立岩之入線、２つ目には

鮎貝地区の西中学校線、３つ目といたしまして深山地区の坂之下大口線といった部分を

予定しているという状況でございます。また、このほかにも各地区から要望箇所が多数

ございますので、現地確認を行いながら、緊急性、優先度なども考慮した上でできる限

り対応してまいりたいと考えているところでございます。 
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  次に、事業の３番、町道安全対策事業でございますけれども、こちらも平成30年度の

補正予算分、繰り越し分が2,100万円ほどとなってございまして、これらとあわせまし

て社会資本整備総合交付金を活用しながら、老朽化をしております山口地区の佐野東線

と小山沢地区の浅立小山沢線の舗装修繕工事を実施するということと合わせまして、今

後の計画的な舗装修繕に向けまして長寿命化修繕計画、俗に個別施設計画といっており

ますけれども、そちらを策定するということでございます。 

  次に、５．道路新設改良費の１番、主要地方道長井白鷹線荒砥橋架替工事でございま

すが、県事業として実施をしていただいております架替工事の、県で単独事業分になっ

てございます部分について10％の負担ということで負担をするというものでございます。 

  次に、事業３番、町道八景南小路線道路改良事業でございますが、東高玉地内の町道

ということでございます。狭隘箇所の改善に向けまして、平成30年度には測量設計、用

地測量等を実施しておりまして、平成31年度に延長約200メートルということで用地買

収保障、そして改良工事等を行うといったものでございます。 

  次に、６．橋梁維持費の１番、橋梁安全対策事業でございますが、橋梁の長寿命化を

図るため定期的な点検を実施しながら、修繕計画に基づきまして社会資本整備総合交付

金を活用しながら橋梁の補修工事を実施するものでございます。詳細設計でありますと

か点検などを実施するとともに、補修工事につきましては６橋程予定をしているという

状況でございます。 

  次に、65ページをごらんいただきたいと思います。 

  河川維持費の１番、河川水路維持事業でありますけれども、豪雨等に対します安全性

の向上に向けまして、これまでも取り組んでおりました浅立地区の元の沢水路、こちら

を完成させたいということでございます。また、平成30年度に測量設計に取り組んでお

ります町下地区の大二百刈水路の整備工事にも着手をしてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

  次に、９．都市計画総務費の１番、都市計画変更図面作成業務と、２番の都市計画マ

スタープラン策定業務でございますけれども、平成30年度から２カ年事業ということで

策定作業を進めております都市計画マスタープランを完成させるとともに、このプラン

に基づき都市計画決定の変更等を反映した都市計画図の作成を行うといったものでござ

います。 

  次に、11．住宅管理費の６番、危険ブロック塀等除去促進事業でありますけれども、

新規事業でございます。昨年６月に発生いたしました大阪北部地震での通学路のブロッ

ク塀倒壊による死亡事故等の教訓を踏まえまして、公道でありますとか公共施設に面し

た基準に適合しないブロック塀等の撤去に対して支援をすることによりまして、災害時

における町民の皆さんの安心安全を確保するといったものでございます。 

  最後になりますが、事業７番、住宅整備基本構想策定事業でございますが、新規事業
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となってございます。人口減少緊急対策の追加施策ということで、住宅施策にかかわり

ますニーズでありますとか課題といったものを検証しながら、若者定住でありますとか

勤労者支援といった部分での今後の新たな住宅施策の展開に向けて住宅整備基本構想を

策定するというものでございます。 

  建設水道課の事業につきましての説明は以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。６番、小形委員。 

○６番（小形輝雄） 概要書の64ページ、長井白鷹線の荒砥橋の架替工事について。県の

事業負担というものの考え方、再度確認をしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 菅原課長。 

○建設水道課長（菅原良教） お答えを申し上げます。 

  県事業として荒砥橋の架替工事、実施をしていただいておりまして、県としては、主

な財源については、先ほどから申し上げております国の交付金を活用して事業を行って

いただいているという状況でございます。しかしながら、やはり交付金の枠が十分でな

いということなどがございまして、さきに所管事務調査等でも説明をさせていただきま

したけれども、単独事業で検討してもう実施をしているという状況になってございます。 

  その単独事業、県の単独事業につきましては10％の町負担が必要であるということで

言われておりまして、平成30年度についても3,200万円ほどの負担ということになって

いる状況でございます。 

  なお、平成30年度の国の２次補正がございまして、当町におきましても舗装改修等々

でこちらの割り振り等もいただいたという状況でございますが、これと同じ時期に、県

でも荒砥橋に対して交付金を確保したという状況があるようでございます。事業費ベー

スで２億6,000万円ほどの社会資本総合整備交付金を確保したということのようであり

ますけれども、平成31年度の県で予定をしておった総事業費についてはおよそ12億円ほ

どと聞いておりまして、うち６億円ほどが単独事業だと。ですから、逆に６億円が交付

金だということになっていると聞いておりますけれども、この補正で確保した２億

6,000万円、これに加えて平成31年度の交付金、これが県でどのぐらい荒砥橋に確保が

できるのかといったようなところで今後まだ私どもの負担が変わってくるのかという現

状でございまして、当初予算という中では1,000万円という形で、１億円分のところの

負担を計上させていただいたという状況になってございます。 

○委員長（菅原隆男） ６番、小形委員。 

○６番（小形輝雄） 状況についてはわかりました。 

  町の負担がふえることのないように今後もお願いをしたいと思いますけれども、特に

県、国に当たりをかけて、早期完成に向けて、平成32年度竣工に向けて力を入れてほし
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いと要望したいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） 県単独分につきましては、これはルールでございますので、この負

担金をなくすということはできませんので、これは県の単独事業についての負担は発生

するということでございます。そして、平成32年中に、特別な事情がない限り荒砥橋の

供用は開始されるものと思っております。 

  できるだけ私どもとして要望をさせていただいているのは、季節的に真冬ではちょっ

と大変ではないのかと思っておりますので、できるだけ早めに供用をしていただけるよ

うにお願いをしてまいりたいと思いますが、これはあくまでも工事でございますので、

状況を見ながら、さらにいろいろな知恵を絞りながらこの完成に向けて努力してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） ６番、小形委員。 

○６番（小形輝雄） やってください、じゃあ。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 65ページの河川水路維持事業ですけれども、元の沢が完成に向けて、

また大二百刈が工事着工というお話でございました。 

  大二百刈に関しては、平成30年度に設計を完了していただいていよいよ着工ですけれ

ども、何カ年ぐらいの計画で工事に取り組まれるのかお聞きします。 

○委員長（菅原隆男） 菅原課長。 

○建設水道課長（菅原良教） お答えを申し上げます。 

  大二百刈水路につきましては町下区から改修の要望等をいただいているということで

ございまして、今議員からもお話がありましたとおり、平成30年度に一応測量設計等は

させていただいているという状況でございます。 

  現地につきまして、やっぱり絞りの水路ということで、俗にいう青道水路といいます

か、そういった普通河川という形になっているものでございまして、将来的にちょっと

心配される部分としては、やっぱり隣接をしております家屋の擁壁等が倒壊するのでは

ないかとか、あとはちょっと大きな土手などもございまして、そういった部分の崩落等

も心配されるという状況でございまして、今後はコンクリート製の水路を数年計画で布

設していきたいと考えているところでございますが、正直平成31年度に着手ということ

で予定はしてございますけれども、今後予算の状況等も把握をしながら計画的に事業を

進めていきたいとは考えてございますが、現在のところで具体的に何年後に完成という

ことはまだ申し上げられないというような現状でございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 地元住民の皆さんには本当に長年の懸案でございますので、どうぞ

よろしくお願いしたいと思います。 
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  次に、65ページの住宅管理費の危険ブロック塀等除却促進事業ということですけれど

も、町でどのぐらいの件数を押さえていらっしゃるのか。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  危険ブロック塀等除却促進事業でございますが、昨年７月にブロック塀等の安全点検

に係るチラシを全戸に配付させていただいております。その際に２件ほど町内の方から

お問い合わせをいただいております。 

  内容といたしましては、地震等によりブロック塀が倒壊した場合、万が一第三者に被

害、損害等を与えた場合には、当然その責任は所有者が負うことになるということを非

常に不安がっていらっしゃるということでお話をいただいたものでございます。 

  今のところ、直接当課にお問い合わせをいただいたのはその２件だけということでご

ざいます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） 65ページの住宅管理費についてお伺いいたします。 

  まずは７番の住宅整備基本構想策定事業ということで、今回300万円の予算でありま

すけれども、これまでも人口減少緊急対策の中でも住宅のニーズに関しての調査なども

行ってこられたようで、それに関して、それにあわせてさまざまな住宅施策というもの

を展開されておられますけれども、今般このようなことで策定に至った経緯というもの

をお聞きしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 菅原課長。 

○建設水道課長（菅原良教） お答えを申し上げます。 

  住宅整備基本構想策定事業でございますけれども、今委員からもお話がありましたが、

平成29年度に人口減少緊急対策のプロジェクトチームなりワーキングチームといったも

のをつくりまして、若者定住対策といった部分を総合的に検討しまして、平成30年度か

ら緊急的に対応できる結婚支援でありますとか妊娠出産支援、そして子育て支援、あと

は定住支援といったものを総合的に実施させていただいているという現状でございます。 

  そのような中にありまして、平成30年度に人口減少緊急対策の今後の追加対策という

ことで、いろいろな対策が検討されたと。その中には病児、病後児保育でありますとか、

子育て支援住宅、あとはコンビニエンスストア的なものの誘致とか、そういったものの

検討がなされたという状況でございます。 

  その結果として、若者定住のための住宅整備がさらに必要だということでございまし

て、現在の賃貸住宅の立地状況でありますとか、やっぱり皆さんのニーズといったもの

を踏まえまして、課題を今後さらに分析しながら、若者定住でありますとか勤労者支援

といった、今後の新たな住宅施策の展開に向けました住宅整備の基本構想を策定してい

こうということになりまして、平成31年度に予算を計上させていただいたという経過で
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ございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） 新たな基本構想策定ということでありますけれども、そういった

ことを受けて、今度はいよいよ住宅の施策というものにいくわけでありますけれども、

昨年まずは「すまいる新生活！賃貸住宅供給サポート事業」ということで、昨年からあ

りますけれども、今年度２棟のアパート建設に至ったと考えておりますけれども、来年

度につきましてもまだ予算化されておりますけれども、この辺の内容についてお伺いい

たします。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  「すまいる新生活！賃貸住宅供給サポート事業」でございますが、こちらにつきまし

ては町内に賃貸住宅を整備する法人及び個人に対し支援を行うことで賃貸住宅の整備を

促進し、定住人口の拡大を図ることを目的に、平成30年度から実施しているものでござ

います。 

  委員からございましたとおり、平成30年度につきましては２事業者から申請をいただ

いておりまして、荒砥甲地内に10戸の賃貸住宅、荒砥乙地内に11戸の賃貸住宅、計21戸

分民間の賃貸住宅が建設されている状況でございます。それに対する補助金といたしま

しては、それぞれ500万円ずつ２事業所ということで、1,000万円の交付予定となってい

るものでございます。 

  平成31年度の当初予算につきましては、10戸分、500万円の予算を確保させていただ

いたところでございます。現在のところ具体的な相談等をいただいていないということ

もございまして、当初の予算としては10戸分を確保させていただいたという状況でござ

います。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） ありがとうございます。 

  今年度、そして平成31年度ということになりますけれども、「すまいる住まい！若者

定住サポート事業」におきましても、この予算を見ますと昨年と同額の予算ということ

になっておりますが、この辺は10月に消費税が上がるということに対しまして、もしか

すると駆け込み需要などもあるかということも考えられますが、その辺は見越した金額

になっているのかお聞かせください。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  「すまいる住まい！若者定住サポート事業」でございますが、平成30年度、今年度に

つきましては、本制度を利用して住宅を建築なされた方につきましては30件ほどござい

ます。補助金の交付額といたしましては2,340万円ということで、非常に多くの方にご
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利用いただいておりまして、大きな効果をあげているものと考えているところでござい

ます。 

  その要因といたしましては、ただいま委員からございましたとおり、消費税率の改定

前の駆け込み需要等もあるものと考えております。また、平成30年度から一部補助の額

を拡充して取り組んでいる成果のあらわれではないかと分析しているところでございま

す。 

  ただ、本事業につきましては補助事業ということでございまして、なかなか件数を予

測するのは難しい部分もございます。まずは当初の予算としては前年度と同額を確保さ

せていただいたものでございますが、今後の申請状況などを見ながら適切に対応してま

いりたいと考えているものでございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） わかりました。 

  先ほどの住宅整備基本構想策定事業でありますけれども、この基本構想策定によりま

して、これまでの、今現在行っております、また来年度行う予定であります住宅施策と

いうものの中身については当然状況も変わってくるのかと思いますけれども、そういっ

た基本構想を受けて今後見直しもかけていくのか、その辺の考え方もお伺いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） この住宅整備基本構想という中では、やはり働く人、勤労者がどう

しても隣の長井市のアパートを借りて通勤をなさっているという方が非常に多いと、事

業所を経営している方々からはお伺いをしております。残念ながら、特に西側地域にお

いてはアパートがないと、ゼロではないと思うのですが、アパートがほとんどないとい

う状況の中で、今我々がお預かりしております都市計画の中にある部分について利用を

うまく図れないかとか、やっていくと。 

  先般の、実はマスコミ報道で、長井市が大蔵といいますか、昔の大蔵、今財務省の官

舎をリニューアルして、相当お安く提供しております。これは全くどこの自治体も人口

減少ということは同じ状況でございまして、今そのアパートを含めたこの賃貸というも

のに対しての、今取り合いになっている、始まってきております。 

  我々としてもそれは十分認識しながらも、ではどうやったら白鷹に住んでいただける

環境をつくれるかどうか。そして具体的にこういうものであれば何とかお借りしていた

だいて、白鷹に定住といいますか、居住していただけるのではないのかということを探

っていくという方向でございます。 

  当然、時代の変遷とともに、流れとともにこの構想というものは変わっていきますし、

こういうものを常に捉えながら、私どもとしてはニーズを捉えながらこの整備構想をつ

くっていきたいと思っておりますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 
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○４番（佐々木誠司） わかりました、ありがとうございます。 

  もう一点、先ほどの笹原委員からの質問と関連いたしましてお伺いいたします。 

  危険ブロック塀等除却促進事業についてお伺いいたします。 

  問い合わせがあるということをお伺いいたしましたけれども、この危険ブロックを取

り壊すに当たっての、危険なものなのかそれとも危険でないものかという、そういう判

断というものを一般的な取り壊しと区別する必要があるのかと思いますけれども、その

危険とされる基準というのはあるのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  危険ブロックの基準についてでございますが、昨年７月に配付させていただいたチラ

シにも記載してございますが、６つのチェック項目がございます。こちらは国から示さ

れております基準でございますが、１つ目は、塀の高さ。２つ目が、塀の厚さ。３つ目

が、控え壁はあるかどうか。４つ目は、基礎があるかどうか。５つ目は、塀は健全か、

この健全というのは塀に傾きがないか、ひび割れはないか、そういった部分でございま

す。あと６つ目は、塀に鉄筋は入っているかということで、この一つでも不適合があれ

ば危険なブロックということでみなされるということで、この制度の対象にしていくと

いうことで考えているものでございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） わかりました。 

  その危険と思われる部分ということで、実際取り壊しに対して支援をする場合に、こ

の危険度合いというのをどういった方に判断していただくのか、どういった方にお願い

していくのか、その辺をお聞かせください。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  こちらの危険度のチェックの部分でございますが、例えば高さですとか塀の厚さ、こ

ちらは明確に基準が示されてございます。例えば、高さであれば2.2メートル以下とい

うものでございまして、これは所有者でも確認できるのかと思っております。 

  ただ、個人でなかなか難しい部分、専門家に相談した方がいいといわれている部分に

つきましては、塀の中に鉄筋が入っているかという部分についてはなかなか難しい部分

がございまして、こちらにつきましては専門家の判断を仰ぐべきということで、国土交

通省の点検表にも記載されているものでございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） 素人目にはわからない部分が当然あってしかりなのかと思います

けれども、どういった方が点検を行うかにつきましては専門家にお願いするということ

だろうと思いますけれども。 
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  問い合わせ等があったのは２件ということでありますけれども、もしかするとそれ以

外にも存在するのではないかという心配もありますけれども、通学路の点検なども行わ

れておりますが、そういったこともあわせましてですが、ほかにそういう危険となるも

のがないか、町中のそういう部分を点検または監視するということでは、そういった点

検等を行う予定はあるのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  ブロック塀の安全点検、町で実施するかという部分でございますが、今のところ具体

的にはそのような計画はないものでございます。ただ、基準に適合しないブロック塀等

につきましては、やはり地震の際に倒壊のおそれがある、そして塀が倒壊した場合には

被災者の避難や救助を妨げるだけでなく、人命を脅かす凶器になるというような危険性

の高いものでありますことから、何らかの形で周知は図っていく必要があると考えてお

ります。 

  昨年度も全戸配付のチラシを配付させていただいたわけでございますが、このブロッ

ク塀等の補助制度等についても町報等を通じてお知らせをし、啓発を行っていきたいと

考えております。 

○委員長（菅原隆男） 横澤副町長。 

○副町長（横澤 浩） 今回の危険ブロックの、このような国からの補助制度といいます

か、その部分の背景といたしましては、委員ご承知のとおり、大阪での地震に対するブ

ロック塀の倒壊に伴う痛ましい児童の事故ということが契機といたしまして、全国的に

安全安心の点検をするということで、特に教育委員会サイドでは通学路等の点検討を早

急にしたという経過があります。 

  これらについては、ブロック塀等については国交省の管轄ということで今土木費に予

算計上しておりますけれども、今後についてもこれら安全安心な状況の把握、これらに

ついては点検行為ということになると思いますけれども、これらについては適切に行い、

そしてこれらについてその除却等の処置が必要な場合につきましては所要の措置を的確

にしてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） 審査の途中でありますけれども、昼食のためここで暫時休憩いた

します。再開は午後１時15分といたします。 

              休 憩  （午後０時０２分） 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午後１時１５分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 

  質疑を続行します。10番、石川委員。 

○10番（石川重二） 私から、概要の65ページ、住宅管理費の中の２番目、住宅耐震化促
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進事業についてお尋ねいたします。 

  木造住宅の耐震化と、それから定住、耐震化するとともに空き家のリフォームも行う

とありますけれども、耐震化が必要な木造住宅といったらまず半数ぐらいは耐震化の必

要なものと思われるわけですけれども、ここに書かれている今すぐにもやるということ

は、既に傷みがあって今にもやられるような住宅をリフォームするということも含めて

考えていることというのも考えておられることでしょうか。 

  それから、空き家のリフォームということも、内容的にどの程度のことをなさる予定

でこの事業を行うのですか。説明をいただきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  住宅耐震化促進事業でございますが、このメニューの中には３つの事業が含まれてい

るものでございます。 

  １つ目が、木造住宅の耐震診断士派遣事業でございます。こちらは耐震診断士を派遣

させていただいて、住宅の耐震診断また補強計画を作成するという事業になってござい

ます。 

  ２つ目が、木造住宅の耐震改修補助事業でございます。こちらにつきましては、先ほ

ど申し上げました耐震診断の事業によりまして、耐震診断の結果に基づき、評点が0.7

以上に上がる工事を対象としたものでございます。 

  ３つ目が、住宅リフォーム総合支援事業でございます。こちらにつきましては、定め

られた要件の工事を行った場合に、その工事の10％、20万円を上限として補助をすると

いう内容になってございます。 

  これら３つの制度を組み合わせて実施しているものでございますが、空き家に対する

支援といたしましては、住宅リフォーム総合支援事業の中で行っております。こちらに

つきましては、空き家の要件に適合した改修をした場合に10％、30万円の支援を行うと

いう内容になってございます。 

○委員長（菅原隆男） 10番、石川委員。 

○10番（石川重二） そうしますと、現在木造住宅で、今まで何とか、何回かの地震等で

ゆがんで、今にも倒れそうな住宅も含めてそれらの対象になるということでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  これまで地震等によりゆがんだりした住宅ということに限らず、耐震診断士の派遣に

つきましては、申請をいただければそれぞれの住宅の耐震診断を耐震診断士の方が行う

というようなものでございます。それに伴って、耐震性能が低いという住宅につきまし

ては耐震改修事業でカバーしていくという制度設計にしてございます。 

  もともとの住宅に傷みがあるとか、異常があるというところを要件にしたものではな
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い制度設計となっております。 

○委員長（菅原隆男） ほかにございませんか。11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） １点だけお聞きします。 

  概要書65ページの都市計画総務費、「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクトに

ついてですが、この予算350万円のうち、補助金としては220万円の計上になっていると

思いますが、その220万円の中身を教えてください。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト事業の中の補助金部分につきましては、

今委員からあったとおり、220万円の予算を計上させていただいているものでございま

す。 

  内訳といたしましては、県外の方が購入された場合の100万円が１区画分、また町外

からの方が購入された分、いわゆる県内で白鷹町以外の市町村の方が購入された場合の

分ということで70万円を１区画分と、町内の方が購入された場合ということで50万円を

１区画分ということで計上させていただいているものでございます。 

○委員長（菅原隆男） 11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） そうすると、売れたほう、収入です。それは歳入の財産収入、不動

産売払収入、本年の529万8,000円、この数字でいいのですか。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  四季の郷住宅用地の売却に伴う収入につきましては、財産売払収入に計上をさせてい

ただいております。 

  この529万8,000円につきましては１区画分を計上しているものでございます。 

○委員長（菅原隆男） 11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） 補助金は３区画分を予算化して、売払収入１区画分という予算の計

上の仕方を今年度はしたということですか。おかしくないわけですね。 

○委員長（菅原隆男） 橋本係長。 

○係長（橋本秀和） お答えいたします。 

  財産売払収入につきましては収入ということでございますので、確実な部分で見込ま

せていただいているものでございます。 

  また、収入につきましては、予算よりも多く収入があってもその予算で受けられると

いうこともございまして、まずは確実な部分で１区画分見込ませていただいたものでご

ざいます。 

  ただ、支出につきましては、予算に計上しておりませんと執行できないこともありま

して、申請があった際に予算がないので交付できませんということがないように、それ
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ぞれの県外、町内の方向けの予算を計上させていただいて、確保させていただいている

ものでございます。 

○委員長（菅原隆男） 11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） わかりました。 

○委員長（菅原隆男） ほかにございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。次に進みます。 

  ここで説明員交代のため暫時休憩いたします。 

              休 憩  （午後１時２３分） 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午後１時２５分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 

  次に、教育委員会所管の審査を行います。 

  概要説明を求めます。田宮教育次長。 

○教育次長（田宮 修） ご説明申し上げます。 

  教育委員会所管の平成31年度当初予算案の概要につきましてご説明申し上げます。 

  予算書につきましては、130ページから153ページ、10款教育費であります。当初予算

案の概要につきましては、67ページから77ページになりますので、よろしくお願いしま

す。 

  それでは、当初予算案の概要によりご説明させていただきます。 

  68ページをお開きください。 

  最初に基本的方向でありますが、内容につきましては施政方針の内容とほぼ同様でご

ざいますので、基本的な考え方のみご説明させていただきます。 

  平成31年度、教育委員会といたしましては、白鷹町教育行政一般方針に基づき、「ま

ちづくり・地域づくりの基本は人づくり、人づくりの基本は教育」を基底に、「学び、

集い、笑顔かがやく白鷹人」の育成に向け、諸施策を展開してまいります。 

  学校教育関係では、学力向上の取り組み、英語教育の推進、新学習指導要領全面実施

に向けた取り組みを初め、不適応、不登校児童生徒に対応した取り組みなどを行ってま

いります。 

  生涯学習・文化振興・生涯スポーツの関係では、間もなくオープンいたします中央公

民館図書館や文化交流センターあゆーむを核とした生涯学習と芸術文化活動の振興、東

京オリンピック・パラリンピックのホストタウン関連事業の推進を初め、生涯スポーツ

に関する支援などに取り組んでまいります。 

  次に、69ページから70ページの予算の体系と主な取り組みにつきましては、白鷹町教

育行政一般方針の分野ごとに事業を体系化してとりまとめたものでございますので、ご
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らんいただきたいと存じます。 

  続きまして、71ページをごらんください。主要事業一覧でございますが、新規拡充事

業を中心にご説明いたします。 

  初めに、学校教育の分野になります。 

  71ページの一番下、ナンバー４、学校給食費支援事業について、継続でありますが拡

充でございます。給食費を値上げすることなく消費税増税相等分を町負担とし、保護者

負担の軽減を図るものです。 

  次に、72ページをごらんください。 

  ナンバー６、英語指導助手（ＡＬＴ）設置事業について、継続でありますが拡充でご

ざいます。英語教育に関し、平成32年度から学習指導要領が改定されることから、ＡＬ

Ｔを平成31年度から１名増員し３名体制とするものであります。 

  ナンバー９、プログラミング教育サポート事業（ＩＣＴ活用支援）でございますが、

新規でございます。新学習指導要領全面実施に向け、プログラミング教育事業の支援を

行うものです。平成31年度は小学校１校でモデル事業として取り組んでまいります。 

  ナンバー10、小中学校ＩＣＴ機器整備事業ですが、新規でございます。学校ＩＣＴ機

器の老朽化とＯＳのサポート終了に対応するため、小中学校の学習用パソコンをタブレ

ット型に更新等を行うものであります。 

  次に、73ページをごらんください。 

  ナンバー15、調理場施設整備事業ですが、新規でございます。ボイラー設備の改修工

事を実施するものであります。 

  ナンバー16、調理場配送車更新事業ですが、新規でございます。老朽化した配送車１

台の更新を行うものであります。 

  次に、74ページをごらんください。 

  生涯学習の分野になります。 

  ナンバー４、地域学校協働本部事業について、継続でありますが拡充でございます。

地域コーディネーターを１名増員し、２名体制で学校支援のボランティアの取りまとめ

等を行い、地域全体で学校を支援する体制の構築を目指すものであります。 

  次に、75ページをごらんください。 

  芸術文化の分野になります。 

  一番下のナンバー２、梅津五郎記念事業ですが、新規でございます。梅津五郎氏の偉

業をたたえる第３回全国絵画公募展であり、平成31年度、平成32年度と２年をかけて開

催される予定の、梅津五郎生誕100周年の記念事業を支援するものであります。 

  次に、76ページをごらんください。 

  ナンバー２、文化財保護調査事業について、継続でありますが拡充でございます。文

化財の保護、管理、調査を実施するとともに、文化財資料や古文書の調査を進めます。 
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  ナンバー３、郷土資料館整備事業（整備構想対応）ですが、新規でございます。旧中

山小学校体育館保管民具の調査、活用について検討し、郷土資料館整備に向けた整備構

想を策定してまいります。 

  それから、一番下のナンバー４、図書館システム更新事業ですが、新規でございます。

本の貸出・管理システムの更新と読書通帳システムの導入を行います。また、インター

ネット閲覧用のタブレットパソコンを設置するものであります。 

  次に、77ページをごらんください。 

  生涯スポーツの分野でありますが、中段のナンバー２、東京オリンピック・パラリン

ピックホストタウン交流事業について、継続でありますが拡充でございます。東京オリ

ンピック・パラリンピックの中国のホストタウンとして、日本人オリンピアンとの交流

や中国からソフトボールチームの合宿誘致などを実施するものであります。 

  説明は以上でございます。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 概要書72ページのＡＬＴの配置事業でございますけれども、１名だ

ったのが２名に拡充して、さらにもう１名ということで、大変ありがたいと思っており

ます。 

  拡充の理由は先ほどお聞きをいたしましたけれども、同じ業者と考えてよろしいので

しょうか。 

○委員長（菅原隆男） 梅津係長。 

○係長（梅津友宏） お答えいたします。 

  ＡＬＴの設置事業の業者でございますが、平成20年度から同じ業者で行っております。 

  こちらにつきましては小中学校への派遣ということになっておりますけれども、毎年

度毎年度活動状況を把握しております。その中で、派遣していただいている先生の評価

がとてもいいものでございましたので、毎年度毎年度の単年度契約ではございましたけ

れども、同じ業者と契約を行ってまいりました。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） しっかりと研修を受けられた、本当にすばらしい先生かと思います。 

  子どもたちへの影響といいますか、そういう効果、目に見えているのでございましょ

うか。お聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  外国語活動につきましては、３、４年生からことしは15時間、５、６年生50時間とい

うことで取り組んでおります。ＡＬＴの先生が２人にふえておりますので、個に応じた
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指導ということで、ＡＬＴの先生と直接英語を使ったコミュニケーションなどを図るこ

とができております。また、授業の中では楽しいゲームなども取り入れていただいて、

外国語になれ親しむ活動ができているものと捉えております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） ありがとうございます。 

  続いて、同じ72ページのプログラミング教育サポート事業なんですけれども、この事

業内容を少し教えていただきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 梅津係長。 

○係長（梅津友宏） お答えいたします。 

  このたびのプログラミング教育サポート事業でございますが、具体的な業務から申し

上げますと、今回の業務の中ではＩＣＴ支援員という方を派遣いただきまして、小学校

へモデル的にそのＩＣＴ支援員の方からプログラミング教育の実践の仕方、あとはその

実践をするために先生方に指導、研修等を行っていくものでございます。 

  プログラミング授業のサポート的なところ、活動の部分になりますけれども、学校環

境に合わせて授業に必要な準備は、コンピュータ利用に関しての成果物を作成する支援、

インターネット活用の調べ学習などを実施する際の調べるテーマに応じた最適なネット

検索などへの支援を行っていただけるものでございます。 

  また、先生方へのプログラミング等の研修会でございますが、校内研修や少人数での

研修会などを行いまして、スキルを考慮した内容で進めていただけるという内容で業務

を委託するものでございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 国方針でプログラミング授業が始まるということですけれども、な

かなか先生方も、本当に大変な時代だと思っております。 

  特に自分たちも経験したことのないものですから、なかなかどういうものなのか、な

かなかイメージがつかめないでいるんですけれども、もともとこういうプログラミング

が必要になったということの意味、どう捉えていらっしゃるでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  平成29年３月に公示された小学校学習指導要領に、プログラミングについて記載があ

ります。 

  プログラミング教育を行うことで論理的に考える力を伸ばすということと、コンピュ

ータのよさに気づいて上手に使えるようにすること、それからプログラミングに取り組

むことで教科の学習内容もより確かに身につけさせるということが目的というように記
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載がありますので、そのようないきさつでプログラミング教育が小学校、中学校、高校

に入ってきているものと捉えております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 本当に大変な時代ですけれども、新しい子どもたちは本当に覚えも

早くて、楽しんでやっているのだと思っております。 

  次に、部活動指導員の配置事業に関してお聞きをいたします。 

  平成30年度から配置をしていただいているわけですけれども、その効果、教えていた

だきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 梅津係長。 

○係長（梅津友宏） お答えいたします。 

  この事業に関しましては、平成30年度から新規事業ということで、国・県の補助を受

けながら実施してきたものでございますけれども、白鷹中学校への配置につきましては

８つの部活動を担当していただきまして、平日、休日の部活動への指導、部活動の休日

の部活動遠征大会への対応を行っていただいたところでございます。こちらの合計の日

数につきましては65日、210時間の対応でございました。 

  効果につきましては、担当教員の方にかわって指導員が部活動を対応することにより

まして、教員の方は部活動以外の学習指導、あとは生徒指導に時間を割くことができた

と聞いております。また、その時間を活用して、ふだんは行けない出張にも行くことが

できるようになったということでございました。 

  満足度につきましては87％ということで、調査には書いていただいておりますけれど

も、多くの教員の方が満足したということで伺っているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 指導員の方はお１人ということですけれども、８つの部活動を担当

して、本当に大変なご活躍だと思いますけれども、平成31年度も１人の配置ということ

ですけれども、１人でこれは大変だと思いますが、増員という形はなかなか難しいとい

う感じなのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 梅津係長。 

○係長（梅津友宏） お答えいたします。 

  このたびの事業につきましては、先ほども答弁させていただいたとおり国・県の補助

事業で行っております。その補助を活用させていただく枠ということで１名までの配置

を行っているところでございますけれども、平成31年度につきましては全県の中学校に

１人ずつの配置ということになっております。 

  これまでの効果を考えれば２名、３名ということで、配置をしたいと考えているとこ

ろではございますけれども、今その活用方法や課題等などを把握しながら、今後その補
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助事業の拡充なども要望などさせていただきまして、それを活用した配置ができればと

考えているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） ありがとうございます。 

  74ページ、地域学校協働本部事業についてお聞きをいたします。 

  こちらはコーディネーター１名と、さらにもう１名配置して、ボランティアの取りま

とめを行いながらということでございますけれども、その増員の理由、またこれまでの

実績を教えていただきたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤係長。 

○係長（齋藤久美子） お答えいたします。 

  増員の理由でございますけれども、今まで白鷹中学校に１名配置されておりましたコ

ーディネーターが１人で各学校、小中学校含めて５校分のボランティアの采配を振って

いたわけですけれども、１校にしかいないということで、各学校の先生方とのコミュニ

ケーションがきちんととれないということと、学校活動の中身がよく見えない中で采配

を振らなければいけないという課題がありまして、なかなか大変だという声がありまし

たので、そこを解決するために増員、１名だったわけですけれども、増員という形をと

らせていただきました。 

  本事業の今までの成果ですけれども、学校からも大変ありがたい事業であるという声

があるのですが、年々支援者の乗りかえが図られまして活動の定着が見られましたこと

や、ご協力いただいた方々からは、学校教育に貢献できてよかったという声や、小中学

生や学校とのつながりが持てて大変有効であったとの声をいただいておりますので、学

校も、地域の方も、双方に大きなメリットがあると感じているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 学校にかかわってくださるボランティア団体は幾つぐらいあるので

しょうか。ボランティア団体の数は。 

○委員長（菅原隆男） 齋藤係長。 

○係長（齋藤久美子） ボランティア団体ではなくて個人登録ですけれども、今まで年々

数がふえておりまして、平成30年度におきましては263名の方に登録いただいておりま

す。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 大変ありがたいことだと思います。今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

  最後に、76ページの郷土資料館の整備事業についてお聞きしたいと思います。 

  現在中山小学校にある、保管されている民具の調査、それから整備に向けた構想とい
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うことですけれども、いずれやはり資料館を建設したいというもとにこういうことを行

っているということでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） この郷土資料館構想といいますか、これについては以前からもお話

何度もさせていただいております。中山小学校に保管してあります民具・農具を中心と

したものを改めて展示しながら町の引き継ぎをしていきたいとは考えております。 

  ただ、今まで私もいろいろなところでの、こうした郷土資料を見させていただいてま

いりましたが、混雑している資料館は１軒もなかったといわざるを得ないところであり

ます。すばらしい施設をつくりながらも、残念ながらこれがなかなか思うように進んで

いないということでございまして、現在教育委員会と私ども当局としていろいろ話をさ

せていただいているものに関しましては、やはりお金を余りかけないけれども興味の持

てる展示をどうやってしていくべきなのか、そういうことを考えながら取り組んでいく

べきではないのかということを考えさせていただいています。特に農具民具については、

これからの私どもの後輩たちにそれを見ていただくという環境をどうつくっていくかと

いうことを考えながら取り組んでいきたいと。 

  いろいろなところに行きましても、ほとんど同じ展示状態で、同じようなものが展示

になっているということが多いということであります。やはりお伺いしてもほとんどお

客さんが入って来ないと、お客さんといいますか、それをごらんになる方が非常に少な

い。一時は非常に多いということですが、もうあっという間に入らなくなるということ

を考えながらも、じゃあどうやったら利用していただけるようなものをつくれるのかと

いうことなども念頭に起きながら構想というものを作成していきたいということを、教

育委員会と協議をさせていただいているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 概要表71ページの教育相談と学校生活支援員配置事業、これ関連し

ますのでお伺いします。 

  先般の笹原委員の一般質問にもありましたいじめ、不登校問題、これ非常に大事な数

字もこの前答弁していただきましたが、この中に教育相談員、スクールカウンセラー、

ソーシャルワーカーと、そのようないろいろな方がいらっしゃるのですが、これの仕事

内容が非常にわかりづらいといいますか、そこらへんまず説明お願いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  まず教育相談員の方につきましては、不登校、不適応の子どもに対して適応指導教室

等で指導いただいておりますし、中学校の別室教室に登校してくる子どもへの指導を行

っていただいております。 

  スクールカウンセラーにつきましては、困り感のある児童生徒や保護者の方にカウン
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セリングを行っていただいて、その困り感を取り除いて学校復帰、教室復帰に向かえる

ようにということで支援いただいております。 

  ＳＳＷＣにつきましては、学校と保護者とそれから地域、各関係機関をつなぐという

役割を担っていただいているところです。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 特にこのスクールカウンセラーについては、生徒もそうですが、先

生のカウンセリング、または地域の方のカウンセリングという大事な要件があると思う

のですが、この中に、前回もあったのですが、いじめ問題、不登校もそうですが、この

いじめ問題から不登校になるということもあるようですが、この中でこのスクールカウ

ンセラーにおける教員の先生方に対するカウンセリングというのが過去にあったのでし

ょうか。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  スクールカウンセラーにつきましては研修などもしていただいておりまして、学校の

中でどのように子どもたちとかかわればよいかというところを先生方全体に研修いただ

いているところでもありますし、コンサルテーションということで、児童生徒や保護者

にカウンセリングを行った際には、学校の担任であるとか学年主任であるとか管理職の

先生と情報を共有して、その後の対応についてともに考えていくという姿勢でしていた

だいているところです。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） わかりました。 

  それでは、このいじめ、不登校問題について少しお伺いしたいのですが、いじめの定

義、これが非常に私たち、子どもたちと違って、定義がどうもわからない部分がありま

すから、そこら辺が非常に問題かと。先生方の捉え方も、先生方個人個人が違うという

こともあるようですが、そこら辺はどのような対応をしていくのですか。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  いじめの捉え方につきましては、平成29年３月に国からいじめの防止に関する基本方

針が改めて改訂されたところでございます。 

  定義につきましては、一定の人間関係にある子どもにつきまして、相手方からの何ら

かの心理的な、物理的な影響を受ける行為を受けた子どもが心身に苦痛を感じている場

合については、いじめではないかということで調査をして、いじめとして捉えている、

そういう定義になっているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 
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○９番（奥山勝吉） いじめ防止対策推進法第２条第１項のとおりを今説明なさったよう

ですが、この不登校に対しての心理的な問題もあるのですが、いじめも大変多いという

ことと、学習についていけないということもあるようですが、この辺よって不登校にな

って、私前にも言ったとおり社会に出てからも引きこもりということも多々あるようで

すが、そこら辺を踏まえますと、この問題についてはスクールカウンセラーの方にもう

少し頑張っていただかなければならないのかと思ったところです。 

  その中で、この２番の生活支援員は大変多くの予算を取られているようですが、この

学習についていけないというのも一つの要因であるということもあるようですが、ここ

ら辺の対応と連携することについてはどう考えているのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  生活支援員の先生方につきましては、特別な支援を要する子どもが通常学校にもたく

さんいるという報告もあるところですので、そのような子どもに対しての支援を行って

いただいているというところでございます。 

  また、学習面で困難さを感じている子どもに対しても個別の指導をしていただいてい

るというところでございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） わかりました。 

  先ほど部活動の指導員の話も出たのですが、今学校の先生の働き方改革ということが

問題になっております。その中で、この働き方改革がうまく進めば、子どもに対する相

談も少しは充実するのかと。そこらへん、これからどう考えていくのか、教育長にお伺

いします。 

○委員長（菅原隆男） 沼澤教育長。 

○教育長（沼澤政幸） お答えいたします。 

  教育委員会の一つの大きな役割として、児童生徒が学びやすく教職員が働きやすい環

境を整備することであると捉えているところでございます。 

  学校、教職員の働き方改革を推進するとともに、多忙化を少しでも解消することで、

児童生徒と一層向き合いながら教育に当たることにつながり、不登校、不適応児童生徒

の出現の防止、加えて改善にもつながると考えているところでございます。そのために、

これまでも、次年度以降もさまざまなことに取り組んでまいりましたし、取り組んでま

いるつもりでございます。 

  何回か出ていますので繰り返しになりますけれども、その一つとして、昨年中学校に

導入いただきました、そして今年度小学校に導入いただきました校務支援システムでご

ざいます。小学校は夏休み以降からの本格的な稼働でございますのでまだ実感はできて

いないと思いますけれども、中学校からは本当に成績処理、成績管理、そして通知表作
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成、指導要録作成等、あるいは出席管理等、本当に便利になって軽減化が図られている

という報告を受けております。小学校もそれを間もなく実感できるのではないかと思っ

ております。これも多忙化の解消に大きく役立っていると思っております。 

  それから、先ほど来お話出ました中学校の部活動指導員の配置でありますけれども、

多忙化解消にもっともっと欲しいところで、正直なところあるのですが、つながってい

るという先ほどの報告でございました。 

  それから、英語活動推進委員というのを今年度から配置いただきましたけれども、こ

れは白鷹町の英語の教育の充実を図るためではもちろんあるのですけれども、小学校で

新たに始まった外国語活動、そして英語の教科化に対応して、少なくとも３年間は配置

いただいて、初めての小学校の先生方の経験なわけでありますので、少しでも小学校の

先生方の多忙化を解消しようと、教材準備でありますとか授業のお手伝いをいただきな

がら多忙化を解消しようということを考えているところでございます。 

  それから、平成29年度から始まりました、町立図書館に配置していただいている司書

を１名増員していただきまして、各小中学校を週１回回って図書の整理でありますとか

読み聞かせをやっていただいております。各学校には司書教諭という先生が存在するの

でありますけれども、なかなか手が回らないという状況だったものですから、このよう

なことで配置をさせていただいて、そして多忙化の解消を図っているところでございま

す。 

  それから、先ほど来話になっております学校生活支援員の配置でありますけれども、

この制度は大分前から制度化していただいて、10名配置いただいているというものでご

ざいます。 

  今５点申し上げましたけれども、これらは次年度も継続してまいりたいと思っており

ます。 

  それから、新たな次年度からの支援策としまして、先ほど来話になっておりますＡＬ

Ｔの１名増員、プログラミング教育などへの支援、そして地域学校協働本部事業のコー

ディネーターの１名増、そういった制度を新たに、従来ある施策に加えましてつけ加え

させていただいて、先生方の多忙化解消を図ってまいりたいと。そうすることによって、

今まで以上に児童生徒と先生方が向かい合って、しかも信頼関係を構築しながら指導に

当たっていただくと、それが不登校、不適応の改善につながると捉えているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） いろいろ施策的には町でやっていただいているようですが、今現在

の状況の中で、これから先の働き方改革の中での教員の方々への負担減をもう少しやる

べきなのか、そこら辺はどのように考えているのでしょうか。 
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○委員長（菅原隆男） 沼澤教育長。 

○教育長（沼澤政幸） お答えいたします。 

  山形県でも本格的にこの働き方改革に取り組み始めておりまして、この学校における

働き方改革の取り組み、手引きというものがかなり厚いものでございまして、この中を

覗いてみますと、県内の各小中学校から、こんなことで働き方改革を進めてみたら効果

があったという例がたくさん載ってございます。私たちの町の小中学校にも大いに参考

になるものが多々あると見させていただいたところでございます。 

  こういったことに学ばせていただきながら、また先ほど申しましたようなことも一層

充実して改革に取り組んでまいりたいと思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（菅原隆男） ５番、小口委員。 

○５番（小口尚司） 先ほど来部活動に対する質問があったわけですけれども、私からも

この部活動指導員に絡みまして質問させていただきたいと思います。 

  このたび国・県から部活動のあり方に関する方針が示されまして、それを受けて本町

の白鷹中学校ではどのような取り組みをしていくのかを、変更点もあわせてお伺いした

いと思います。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  県が策定しました山形県における運動部活動のあり方に関する方針にのっとり町が策

定した内容について、概要をお話します。 

  適切な休養日と活動時間の設定については、平日１日以上、週休日１日以上休養日を

設ける。活動時間につきましては、平日２時間程度、週休日３時間程度と設定しました。

長期休業中につきましては、できる限り週休日に休養日を設定し、またある程度まとま

った期間、休養期間を設けるとしております。朝練習につきましては原則禁止というこ

とにしております。 

  また、保護者会主催のクラブ活動については、保護者会単独で練習会を開催したりす

ることのないように理解と協力を求めているところです。 

  また、部活動と同様のクラブ活動についても、部活動とあわせて同じ方針で設定した

基準以内とする活動時間、活動になるようにということで、この点につきましても理解

と協力をお願いしているところでございます。 

  この町が策定した方針を参考にしていただいて、中学校でこの方針を今策定していた

だいているという状況です。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ５番、小口委員。 

○５番（小口尚司） ただいま説明いただきました、恐らく適切な運動部活動の運営とい
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う中身であったと思います。 

  この運営に当たっては、ただいま答弁ありましたように、後段にあった、まず保護者

会主催の練習会は主催しないように理解と協力を求めると。また、部活動に関するクラ

ブ等の活動についても同様に、部活動の時間をとってしまえばクラブ活動の時間はとれ

なくなるという内容だと思いますけれども、今までこういった活動、特に優秀な成績を

上げている運動部についてはこのような活動を行ってきたものと思いますけれども、こ

の点に関しての保護者への理解をどのように求めていくのかお伺いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 新野補佐。 

○次長補佐（新野文俊） お答えいたします。 

  先ほど申し上げました、中学校で策定が進んでおります方針につきましては、今後ホ

ームページやお便り等での公表ということになりますが、３月27日、まず生徒と保護者

に配付をする予定でございます。それから、新１年生につきましては４月４日の一日入

学のときに配付と予定されています。また、指導者の方につきましては、顧問の先生と

３月中にこの方針について情報共有を行うと。それから、部活の指導者の協議会等も、

５月にありますので、その中で情報共有、ご理解いただいていくというふうに進んでい

く予定です。 

  それから、先ほどご指摘ありました保護者会主催の活動であるとかクラブ活動は、実

質この規定を超えてしまってはできないのではないかというご指摘だったかと思うので

すが、その点につきましても、これまでの経緯を踏まえながら、学校の部活動とクラブ

活動のあり方につきましては両者で検討していく中身かと考えているところです。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ５番、小口委員。 

○５番（小口尚司） それとあわせて、いわゆる公的な大会以外の冠大会についても回数

の制限が設けられていると伺っていますけれども、この点につきましても、白鷹中学校

だけではなくて、冠大会となればほかの中学校も参加してくるという状況になろうかと

思いますけれども、その辺の調整についても各学校が取り組んでいく、この部活動のあ

り方に関する取り組みの中身をもとに開催される大会に参加する、参加しないは決めて

いくという捉え方でよろしいのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 田宮教育次長。 

○教育次長（田宮 修） お答えいたします。 

  今回部活動に関する方針がだされた背景につきましては、少子化に伴って部員数や部

活動の数が減って部活動が過熱するということで、子どもたちに対する精神的、身体的

な負担、それから教職員の多忙化というものが課題になったということが背景にあると

思っております。国としても今回大きなかじを切ったと思っておりますので、町として

も国の方針に沿って町の方針を定めたところであります。 
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  今委員ご指摘の、部活動以外の部分でさまざま大会等があるわけですけれども、そう

いったところにつきましては、現在学校の運動部が参加する大会とか試合の全体図を把

握しまして、生徒や顧問の過度な負担にならないよう見直すことを要請してございます。

競技団体とかスポーツ関係者にもご理解を求めていきたいと思っておりますけれども、

教育委員会としてもさまざま関係団体ありますので、機会を見てこの町の方針について

はご説明させていただいて、ご理解を求めていきたいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ５番、小口委員。 

○５番（小口尚司） わかりました。 

  一方で、部活動の時間が制限され、当然生徒たちは今まで部活動をしてきた時間を、

ほかのことに時間を使うことになろうかと思いますけれども、その部分の生徒の放課後

を含めた、休日を含めたこの時間の過ごし方についての指導等についてはどうお考えに

なるかお伺いします。 

○委員長（菅原隆男） 田宮教育次長。 

○教育次長（田宮 修） お答えいたします。 

  児童生徒の本旨は勉強と思っております。学力の定着に向けて、学習の時間としてこ

の時間は期待したいとは思っております。それから、地域活動、ボランティア活動など

にもこういった時間は向けていただきたいと思っております。ゲームとかＳＮＳの時間

が多くなったということにならないように、保護者の方にも説明を丁寧にして、協力を

求めていきたいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） まず、基本的に働き方改革というものは何から出てきたかと。やは

り、あまりにも多い時間外というもの。特に教員については時間外手当がないというこ

と。それから当然、働きすぎで亡くなるという過労死のことなども相当出てまいりまし

た。それも超一流の企業が想像を絶するような時間外労働があったということ。これは

やはり利益を追求する余りなかなか難しい問題があったということを、一つの制限をか

けたと思います。 

  特にこの先生方に絞ってみますと、どんどん子どもが少なくなる、先生の採用も少な

くなる。しかしながら、それぞれスポーツ、部活においてはより以上のものを期待する

と。そして、子どもさんにおきましても情熱が非常に高いという中でそういう取り組み

をしてきたということだろうと思っております。当然保護者の思いも非常に大きくなり

ますし、それを一身に受けた部活における顧問の先生も、自分も専門的にそういう知識

を導入しながら、他の学校には負けたくないという情熱があるからこそここまで来たも

のだと思います。 
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  ところが、やはりその働きすぎというものでの働き方改革というものが出てきたと。

これは教員にも、私ども町職員についても同じようなことが私は言えると。ということ

は、大変残念ながら、かつてはまだまだ職員がおったわけですが、やはり人口減少、あ

るいは財政的な問題も含めて、なかなか職員の増というものまでいかない。そういうこ

ともあり、またいろいろと精神的に悩む職員なども出てきているということが、全てが

相まってこの働き方改革というものが出てきたものだと私は思います。 

  まずは基本的な方針を示しながら、これが確定ではないと私は思っています。これか

らいろいろな地域の声、生徒の声、現場の声、いろいろな声をお聞きしながら、そして

一つの方針に沿った、一つの方針、文部科学省が出している、学校側としてはそういう

ものだということを理解しながらも、私どもの地域に合った知恵を絞ってこれはやるべ

きものだと思います。 

  そうしませんと、今お話次長からしましたようにボランティアにお願いしたいと、こ

れは子どもたちにとっては逆に過度の負担だと私は思います。この辺は現場と本当に協

議をしながら、子どもたちの思いを込めていただくような我々の環境づくりが必要にな

ってくると。私はそういう認識の中で、これからも環境づくりとものは取り組んでまい

りたいと、そういうものでのいろいろな環境を、少しでもプラスになるようなものでの

取り組みを進めさせていただきたいとは思っているところでございます。 

  なお、この辺についてはルールが一つ示されているわけですから、そのルールに沿っ

た中での取り組みということで私もやっていきたいと思いますので、何とぞよろしくお

願いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） ５番、小口委員。 

○５番（小口尚司） じゃあ、重ねてになりますけれども、この部活動のあり方について

は、保護者の皆様への理解、周知をよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） 先ほど笹原委員から質問がありましたが、私もちょっと前からそう

いうことで、今回、今町長に答弁をいただきましたけれども、さすがにこれは大変な時

間のかかることだろうという捉え方をしておりますけれども、この体育館についての今

後の活用というものについてどうお考えなのか、お聞きしたいと思います。（「何の体

育館でしょうか」の声あり）元中山小学校。 

  笹原委員の76ページ、郷土資料館の整理についてであります。それで、町長答弁なさ

れましたけれども、おおよそそれは理解しております、私も。その中で、体育館の有効

利用について今後どう捉えておられるのかお聞きしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 田宮次長。 

○教育次長（田宮 修） 旧中山小学校の体育館には1,500種類、3,000点もの資料が保管

されておりますので、これを有効に活用したいということで郷土資料館の整備構想、来
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年度つくっていきたいということで先ほどご説明させていただきましたが、体育館をそ

の後どうするかということにつきましては、地元からも避難場所としての要望があると

いう声も聞きはしておりますが、やはりまだまだ使える施設だと思っておりますので、

例えば通常は体育館として一般的に町民の方に利用してもらうということも可能なのか

とは思っております。 

  まずは中のものを整理して、体育館としてまずは使えるようにしていきたいというこ

とで今のところは考えております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） やっぱり避難所、中山地区では避難所が欲しいという声もございま

す。そういった活用といいますか、でも災害、避難所というのはいつでも、災害が起き

るということは限らないわけで、起きたときに活用するという。 

  だとすれば、常にはあいているわけですので、スポーツなさる方とかそういう方々に

使っていただくという捉え方もあるのかもしれませんけれども、あの民具が大量にある

中で、やはりこれからどういう資料館の作成になるか、整備になるか、これからだと思

いますけれども、やはりできるだけ残すには、あの体育館も利用しながら残したらどう

ですかという考えも一つありますので、そんな考え方もひとつ持っていただければと思

っています。 

  あと、もう一点であります。 

  77ページのスポーツ団体の件でありまして、東京オリンピック・パラリンピックのホ

ストタウンについてお聞きしたいと思います。 

  その中で、いわゆる町民の方々についてもご理解をしていただきながら活動、関係者

等の招致を進めていくという中で、今後の計画がありましたらお伺いしたいと思います。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） 郷土資料館の構想の策定といいますか、それらについての元中山小

学校の体育館についてでございますが、直ちにすべてがきれいになるということではな

いと思いますけれども、先ほど申し上げましたように体育館ということで使えるように

していきたいと同時に、避難は、まず避難というものはどういうケースがあるかとよく

考えていきますと、まずは地元の一番近い分館が第１次避難という形での捉え方をして

いく必要があるだろうと。これは地震とか、本当に大型地震が、大規模地震があって、

一挙に山が崩れたとか何かなんていうこととまた違うわけですけれども。 

  今我々が経験した中での豪雨災害等々については、雨の状況を見ながら、我々として

は避難勧告、避難指示というものを出していきたいということをさせていただいており

ます。その場合、果たしてどこがどういいということ、どこに避難していただくべきか

ということについては、常に現状を把握しながら、その場での判断をしていきたいと考
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えております。基本的に、今使わせていただいている体育館についてはまず体育館とし

て、まずは利用できるようにしていきたい。で、避難をするというときには、いつでも

それはできるわけであります。 

  同時に、あそこで生活が何日できるかということで、非常に微妙な部分もございます。

その体育館で、一時的な避難はできますけれども、生活は本当に何日間できるだろうか

ということもこれは念頭に置きながらやらざるを得ないということをトータル的に考え

させていただいて、私としては取り組みをやっていきたいと思っています。 

  それから、東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン事業でございますが、

まずは中国のソフトボール、女子ソフトボール協会との、ようやくホストタウンとして

国からの認定をいただいたと。今担当の者が、中国との橋渡しをやっていただいた方々

と調整をしながらやっております。同時に、今月末でございますが、中国のソフトボー

ル協会の会長と私自身が面談をしたいということで、中国を訪れる予定にしております。

そこで、これからの事業展開におけるお互いの約束、どういう約束がお互いにできるの

か、この辺を詰めながら、そして覚書に署名をしやっていきたいと思っているところで

ございます。現在におきましては、そのようなとこまでの詰めをしていきたいという考

え方でおります。 

  できるだけ、私としては、希望は中国チームのナショナルチームが、オリンピックの

代表になっていただきたいと。そういう面での、我々はサポートもできるものはサポー

トしていきたいとは思っております。 

  まだそこまでのものしか、あいているところもありますので、それ以上のことは現時

点では言えないという状況でございます。 

○委員長（菅原隆男） ７番、田中委員。 

○７番（田中 孝） 最初のほう、避難所ですけれども、今のところこの議論はするべき

ではないのでしょうか、今のところ中山スキー場が避難所になっているという状況で、

もし災害が出てあそこの上まで避難するということは全く無理なときもあるだろうとい

う声もございます。 

  今のホストタウンについてですけれども、大変すばらしいことだと私は思います。そ

の中で、まずこれについては頑張って、前向きに、つまりはオリンピック後も交流がで

きるような姿になってほしいという希望を申し上げて、終わりとします。 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。 

  ここで説明員交代のため、暫時休憩いたします。再開を２時35分といたします。 

              休 憩  （午後２時１９分） 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午後２時３５分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 
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    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第７号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町十王財産区特別会計予算を議題といたし

ます。 

  概要説明を求めます。松野総務課長。 

○総務課長（松野芳郎） ご説明申し上げます。 

  概要の80ページをお開きいただきたいと思います。 

  十王財産区特別会計予算案の概要についてご説明を申し上げます。 

  まず、基本的方向につきましては、十王財産区に設置された財産区管理会におきまし

て、所有する山林の境界の確認作業等を実施するなど、財産の適正な管理を行ってまい

ります。 

  予算の体系と主な取り組みにつきましては記載のとおりでありますので、ごらんをい

ただきたいと思います。 

  次に、主な事業等についてご説明を申し上げます。 

  歳入、財産収入につきましては、立木売払収入といたしまして15万6,000円を見込ん

でおります。内容につきましては、県事業（川戸・金剛地区農村地域防災減債事業）に

伴いまして、立木売り払いによる収入を見込んでいるところでございます。 

  次に、歳出、財産管理費でございますが、境界確認作業の実施を行うものでございま

して、21万3,000円を計上いたしております。内容につきましては、適切な所有地管理

を行うため境界確認作業を実施いたすものでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  歳入歳出一括して質疑を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑なしと認めます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議９第号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町国民健康保険特別会計予算を議題といた

します。 

  概要説明を求めます。中村町民課長。 

○町民課長（中村裕之） 国民健康保険特別会計予算について、ご説明を申し上げます。 

  概要書につきましては、87ページから89ページとなっております。 

  88ページをごらんいただきたいと存じます。 

  基本的方向について申し上げます。 

  特定健診、特定保健指導や後発医薬品利用の啓発等、データヘルス計画に基づく保健
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事業を積極的に実施することにより、被保険者の健康増進及び保険給付費の適正化を図

るとともに、適正な国保運営に努めてまいります。 

  被保険者数につきましては２月末現在で2,968人であり、昨年度末に比べて173人の減

少となっております。また、被保険者に占める高齢者の割合は高く、65歳以上の被保険

者が全体の４割以上を占め、年々その割合が高くなっている状況にあります。 

  次に、予算の体系と主な取り組みにつきましては、ごらんをいただきたいと思います。 

  次に、主要事業等についてでありますが、歳入につきましては、国民健康保険税を２

億5,302万1,000円、また保険給付費等交付金等につきましては、町の保険給付に必要な

費用が全額県で交付される制度でありまして、こちらに11億4,276万5,000円を見込んで

おります。 

  次に、歳出でありますが、保険給付費は今年度の実績見込み等を踏まえまして、11億

1,077万円を計上しております。また、国民健康保険事業納付金につきましては、県が

県全体の医療費等を推計し、市町村の被保険者の所得水準及び被保険者数等に応じて市

町村が負担する金額を算定した金額でありまして、本町においては３億9,613万円を計

上しております。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を行います。９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 概要書89ページ、歳出４番の国保、国民健康保険事業費納付金につ

いてお伺いします。予算書では12ページと。 

  これ、去年の予算書を見ますと約5,000万円ほど増額になっているのですが、この要

因についてお伺いします。 

○委員長（菅原隆男） 菊地係長。 

○係長（菊地るり） お答えいたします。 

  昨年度、平成30年度の納付金と比較いたしまして、4,916万1,782円、対前年度比で

114.2％の増額となっております。 

  要因につきましては、納付金は国が定めるガイドラインに基づいて県が算出して各市

町村にそれぞれの納付金額を通知することとなっております。昨年度、平成30年度の納

付金を算定するにおいて、ガイドラインの中に被保険者数の見込みの方法についても規

定されているのですが、70歳以上の被保険者を算定するに当たって、平成30年度の納付

金の算定においては、結果として過少に算定されてしまったという経過がございます。

それを踏まえ、平成31年度の納付金を算定するにおいて、ガイドラインの中では70歳以

上の被保険者算定の方法を変更したことにより、結果として白鷹町の納付金は今回のよ

うな金額になったということでございます。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 
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○９番（奥山勝吉） 過少算定されたためというお話ですが、今後もそのようなことがな

いとも言えないのですが、今回の、平成30年度の補正予算で約5,600万円積み立てる基

金になったわけですが、平成30年度の基金残高が約１億8,000万円ぐらいと承知してい

るのですが、平成31年度の予算を見ますと約6,500万円ほど基金繰入ということで計上

になっているのですが、それを見ますと基金残高が１億1,000万円ぐらいになると思う

のですが、納付金の増加、県の増加状況においてこの基金におけるこれからの考え方は

どのように考えているのかお伺いします。 

○委員長（菅原隆男） 菊地係長。 

○係長（菊地るり） お答えいたします。 

  前段の5,000万円ほど、今回は大きく増額したということについてでございますけれ

ども、70歳以上の被保険者について先ほど申し上げましたが、過少に結果として算出さ

れてしまったと申し上げたところでございますけれども、70歳以上の被保険者が減少す

ると国では見込んでいたということがございます。それを踏まえ、今後団塊の世代が、

いわゆる70歳以上の被保険者がふえることを踏まえ見直しをしたという経過がございま

す。 

  ということでございますので、平成32年度以降、このように大きく増額するというこ

とは考えられないものとは思っておりますけれども、被保険者数が減っている一方で一

人当たりの医療費が増額している、この傾向は変わらない状況にありますので、今後も

納付金が、今回のように対前年度比で114％ということにはならないとは思っておりま

すが、医療費の自然増に合わせて納付金も今後ふえていくことが予想されるとは考えて

おります。 

  それにあわせて、今後基金はどのように考えるのかということでございますけれども、

これまで基金の役目といたしましては、給付費の急激な増額に対応するために基金を積

み立てて、それに備えているという役割を持っておりました。平成30年度に法律が改正

になりまして、給付費については全額県が負担することになりましたので、今後基金の

役割は、納付金との増減があった場合に、そこを国保税で調整するのではなく、まずは

手持ちの基金で調整するための財源として持っておくべきものと考えております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 基金があるうちはいいのですが、だんだん基金が少なくなってくる

となってきまして、また医療費がかかってくるということがありますと、将来的には保

険税率が上がるということも視野に入れておくべきかと思うのですが、そこら辺なるべ

く町民の方にとっては上がらないほうがいいということも踏まえた場合に、今後の考え

方はどのようになるのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 中村町民課長。 
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○町民課長（中村裕之） お答えをいたします。 

  平成30年度に国保制度改革が始まりまして、来年度で２年目になるわけでありますが、

先ほど申し上げましたように、県の納付金等々の算定についても国の制度がようやく固

まってきたという形でいるところでございます。まだ定着、それから安定化に向けた対

応が図られると思いますけれども、この定着、安定化に向けた対応を見据えながら、本

町としても今後の国保財政の運営等々について検討していく時期が来るのではないかと

考えているところでございます。 

  基金についても申し上げましたように、減少していく傾向があると思いますので、そ

れらも踏まえた上で今後の税率等々の内容についても、県の標準保険税率等々と合わせ

まして考えていく必要があると考えているところでございます。 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第１２号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町後期高齢者医療特別会計予算を議題とい

たします。 

  概要説明を求めます。中村町民課長。 

○町民課長（中村裕之） 後期高齢者医療特別会計予算についてご説明を申し上げます。 

  概要書につきましては101ページから103ページとなっております。 

  102ページをごらんいただきたいと存じます。 

  基本的方向について申し上げます。 

  後期高齢者医療制度につきましては、後期高齢者医療広域連合として県一本で運営を

しておりますが、広域連合では保険財政の運営を担い、市町村は保険料の徴収や窓口業

務を行っております。町で保険料を徴収いたしまして、広域連合へ納付する会計でござ

います。 

  本町の被保険者数は、２月末現在で2,736人、前年度末と比べまして16人の減少とな

っております。 

  平成31年度におきましても、後期高齢者広域連合と連携し、制度内容の周知及び保険

料収納の確保を行うとともに、制度の円滑な運営に努めてまいります。 

  次に、予算の体系と主な取り組みにつきましては、ごらんをいただきたいと存じます。 

  次に、103ページの主要事業等についてでありますが、歳入につきましては、後期高

齢者医療保険料を9,331万1,000円、一般会計からの繰入金を4,449万5,000円計上してお

ります。 

  次に、歳出につきましては、後期高齢者広域連合納付金１億3,591万7,000円を計上し

ております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  歳入歳出一括して質疑を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑なしと認めます。 

  次に進みます。 

  ここで説明員交代のため、暫時休憩いたします。 

              休 憩  （午後２時４８分） 

     ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午後２時５０分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 

     ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第８号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町下水道特別会計予算を議題といたします。 

  概要の説明を求めます。菅原建設水道課長。 

○建設水道課長（菅原良教） それでは、下水道特別会計平成31年度当初予算案の概要に

ついて、ご説明を申し上げます。 

  当初予算案の概要84ページをお開きいただきたいと思います。 

  初めに基本的方向でありますけれども、下水道事業につきましては、水洗化率の向上

を図るとともに、施設の適切な維持管理、計画的な建設投資や施設統合等によりまして、

健全な事業運営に努めてまいります。 

  次の予算の体系と主な取り組みにつきましては、それぞれ歳入歳出予算の体系と個別

事業として説明をしております項目にはアスタリスクをつけておりますのでごらんいた

だければと思います。 

  続きまして、85ページをお開きいただきたいと思います。 

  個別事業一覧でございますけれども、主な事業について説明を申し上げます。 

  初めに、歳入の２、使用料及び手数料の１番、下水道使用料でありますけれども、こ

れまでの使用料の状況等を踏まえまして、前年度対比で４万9,000円増の１億4,030万

8,000円と見込んでございます。 

  次に、歳入の６、諸収入の１番、雑入、移転補償金でありますけれども、荒砥橋架替

に伴います鮎貝中継ポンプ場の移設に係る県からの移転補償金でございます。 

  ９の鮎貝中継ポンプ場解体工事につきまして繰り越しをさせていただきながら、平成

31年５月末ごろ完了見込みということでございまして、これで全て移転完了になります

ので移転の補償費を計上させていただいたものでございます。また、その分につきまし

て、その上に記載をしております一般会計繰入金が例年ベースより少なくなっていると

いう状況でございます。 
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  次に、歳出の２、公共下水道事業費の１番、設計業務委託でございますけれども、平

成28年度に策定をいたしました下水道事業経営戦略等に基づきまして、農業集落排水施

設の公共下水道事業への統合に向けまして、浅立地区の農業集落排水施設との接続工事

のための実施設計を行うというものでございます。 

  次に、２番の管渠工事でございますが、荒砥橋架替に伴いまして、鮎貝中継ポンプ場

から浄化管理センターへ汚水を送る圧送管の橋梁添架工事等を進めるというものでござ

います。 

  説明は以上でございますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  歳入歳出一括して質疑を行います。４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） 85ページの公共下水道事業費設計業務委託に関してお伺いいたし

ます。 

  浅立農業集落排水の接続工事ということで設計業務委託料1,519万3,000円であります

けれども、これで実施設計ということでありますが、今後実際工事に入るわけでありま

すけれども、改めまして何年ぐらいの計画で工事を進められるのかお伺いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤補佐。 

○課長補佐（佐藤雅志） お答えいたします。 

  今年度、浅立地区の集排施設、処理場から公共下水道の末端の広野地区までの管渠の

接続の工事の設計でございまして、今年度実施設計を行いまして、工事については平成

32年から３年間の計画で実施する予定でございます。 

○委員長（菅原隆男） ４番、佐々木委員。 

○４番（佐々木誠司） わかりました。 

  浅立地区が統合されるとなりますと、今度浄化管理センターで処理をするという形に

なると思うのですが、当然処理能力を超えることはないと思っておりますが、その辺大

きな影響はないのか、またはそれに伴ってもう少し大きくしなければならないというこ

とが今後発生しないのか、その辺の考え方をお聞かせください。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤補佐。 

○課長補佐（佐藤雅志） お答えいたします。 

  処理場の能力につきましては、十分浅立及び西高玉の農集配施設の汚水についても処

理できる能力ということで考えております。 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第１０号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町農業集落排水特別会計予算を議題といた

します。 
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  概要の説明を求めます。菅原建設水道課長。 

○建設水道課長（菅原良教） それでは、農業集落排水特別会計、平成31年度当初予算案

の概要につきましてご説明を申し上げます。 

  予算案の概要92ページをお開きいただきたいと思います。 

  初めに、基本的方向でございますけれども、農業集落排水事業につきましては、施設

の適切な維持管理に努めるとともに、町設置管理型合併処理浄化槽の整備を推進し、町

全域の生活排水処理率の向上を図ってまいります。 

  次に、予算の体系と主な取り組みにつきましては、それぞれ歳入歳出予算の体系と個

別事業として説明をしている項目にはアスタリスクをつけておりますので、ごらんをい

ただきたいと思います。 

  続きまして、93ページをお開きいただきたいと思います。 

  個別事業一覧でございますけれども、主な事業について説明を申し上げます。 

  初めに、歳入の２、使用料及び手数料の１から３番、農業集落排水、個別排水、特定

排水の使用料の関係でありますけれども、それぞれこれまでの使用料の状況であります

とか、当年度の浄化槽の設置機数等を踏まえまして見込んでいるという状況でございま

す。 

  次に、歳出の１、総務管理費の２番、浄化槽整備促進事業補助金でありますけれども、

住宅改修等によりまして、くみ取りや単独処理浄化槽等々から合併処理浄化槽へ転換す

る方への補助金ということでございまして、１件８万円ということでありますが、全額

県補助金で対応するものでございます。 

  94ページをお開きいただきたいと思います。 

  ４の特定地域生活排水処理事業費の２番、浄化槽設置工事でありますけれども、下水

道や農業集落排水の対象区域外におきまして、循環型社会形成推進交付金を活用しまし

て、設置申請に応じて町設置型の合併処理浄化槽を設置するものでございます。平成31

年度につきましても、これまでから引き続き年間目標を35基という形で取り組んでいく

ものでございます。 

  説明は以上でございますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  歳入歳出一括して質疑を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑なしと認めます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第１３号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町水道事業会計予算を議題といたします。 

  概要説明を求めます。菅原建設水道課長。 
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○建設水道課長（菅原良教） それでは、水道事業会計、平成31年度当初予算案の概要に

つきまして、ご説明を申し上げます。 

  概要書の106ページをお開きいただきたいと思います。 

  初めに、基本的方向でございますけれども、水道事業につきましては、安全でおいし

い水を安定的に供給するために、施設の管理運営に万全を期してまいります。また、計

画的な施設設備の整備でありますとか、施設の統合等によりまして、引き続き経営基盤

の強化を図ってまいります。 

  次に、予算の体系と主な取り組みについては、ごらんをいただきたいと思います。 

  続きまして、108ページをお開きいただきたいと思います。 

  個別事業一覧でございますが、主な事業について説明を申し上げます。 

  初めに、収益的収入１－１給水収益の１番、水道料金でございますが、町の人口が減

少しているという中にありまして、給水人口も減少すると見ておりますけれども、消費

税率の引き上げの影響などもございまして、結果的には前年度対比161万円増の２億

9,432万4,000円と見込んでいるものでございます。 

  次に、２－５消費税及び地方消費税還付金の１番でございますが、平成31年度につき

ましては、配水管整備事業などの資本的支出が増加するということで、支払い消費税の

ほうが大きくなるということから還付を見込んでいるものでございます。 

  続きまして、収益的支出１－２配水及び給水費の３番、水道メーターの定期交換業務

委託でありますけれども、メーターにつきましては７年をめどに交換をすることにして

おりますが、平成31年度につきましては荒砥地区の約800戸分の交換を予定していると

いうものでございます。 

  次に、109ページをごらんいただきたいと思います。 

  １－４総経費の２番、事業変更認可申請委託。新規事業でありますけれども、針生簡

易水道と細野の小規模水道、これらを上水道区域に統合いたしまして、経営の効率化を

図るために事業変更認可申請書の作成を委託するというものでございます。なお、財源

といたしましては地方公営企業繰出金基準に基づきまして、経費の２分の１を町から補

助していただくことになりまして、その補助の部分については２分の１が特別交付税と

して措置されることになってございます。 

  次に、資本的支出１－１固定資産取得費の２番、機械装置購入でありますけれども、

荒砥水源場ほか３カ所に残留塩素計を設置するとともに、高野水源場ほか２カ所の水位

計の更新、あと浄水場の取水ポンプや濁度計、あと遠隔操作用のタッチパネルの更新等

を行うほか、鷹山高区配水場ほか３カ所に避雷器の設置等を行うものでございます。 

  次の１－２配水管整備事業費の１番、配水管布設工事でありますけれども、機能的な

配水体型を確保するとともに、漏水等に対応するため、新荒砥橋添架管の布設工事であ

りますとか長井白鷹線の配水管布設工事のほかに２路線の配水管布設工事等を予定して
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いるものでございます。 

  次に、１－４施設整備事業費の１番、津島台浄水場長寿命化計画策定委託であります

けれども、通水開始後約45年が経過している津島台浄水場でありますが、その老朽度で

ありますとか今後の効率的な改修計画、費用などをまとめた長寿命化計画といったもの

を委託により策定するものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  収益的収入及び支出、資本的収入及び支出を一括して質疑を行います。ございません

か。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑なしと認めます。 

  ここで説明員交代のため暫時休憩いたします。 

              休 憩  （午後３時０３分） 

     ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午後３時０５分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第１１号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町介護保険特別会計予算を議題といたしま

す。 

  概要説明を求めます。長岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（長岡 聡） 介護保険特別会計につきましてご説明申し上げます。 

  当初予算案の概要の96ページをお開きください。 

  介護保険特別会計につきましては、要支援、要介護認定者への介護予防、介護サービ

スの提供を初めといたしまして、認知症の方や医療と介護の両方を必要とする方が住み

なれた地域で自分らしい暮らしを安心して続けることができるよう、認知症に関する知

識のさらなる普及啓発や、医療と介護の連携強化に努めてまいります。また、高齢者が

身近なところで介護予防に取り組むことにより健康寿命の延伸が図られ、さらには生き

がいや楽しみを持ち地域で活躍できるよう、地域包括ケアシステムの推進に取り組んで

まいります。 

  97ページをごらんいただきたいと思います。 

  歳入につきましては、第１号被保険者保険料の的確な収入を見込むとともに、国庫支

出金、支払基金交付金、県支出金については制度のルールに基づき算定をいたしました。

また、国庫補助金におきまして、保険者機能の強化に係る取り組みに対し交付される保

険者機能強化推進交付金を新たに50万円見込んでおります。 
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  繰入金につきましては、保険給付等に係る法定負担分のほか、職員給与費など一般会

計から4,596万7,000円を見込むとともに、介護給付費準備基金繰入金で726万4,000円を

見込んでいるところでございます。 

  次に、98ページからの歳出についてでございます。 

  保険給付費につきましては、第７期の計画における認定者数の推計、サービス利用料

の見込み等に基づき16億3,267万4,000円、前年度より5,355万3,000円の増となっており

ます。 

  99ページ、100ページが地域支援事業で、主な事業について掲載をしております。 

  地域支援事業全体といたしましては、前年度から400万6,000円増の7,801万4,000円を

見込んでいるところでございます。 

  現在取り組んでおります介護予防事業等を継続実施する中で、多くの方々に参加をい

ただき、認知症予防、介護予防、重度化防止に対する意識を持っていただけるよう努め

てまいります。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  歳入歳出一括して質疑を行います。９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 概要書99ページ、通所型サービスＢ事業についてお聞きします。 

  これ、今年度から始めた総合事業の中での事業だと思うのですが、まず今年度、途中

ですが、状況などをお伺いします。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  今年度から始まりました通所型サービスＢ事業でございますけれども、現在住民主体

の団体が運営しております。そこに補助を出している形になりますけれども、週２回今

開催しているところでございます。 

  ２月末までの実績でございますけれども、87回の開催、利用者は延べ658名となって

おります。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） わかりました。結構利用者が多いと思ったのですが、これ要支援者

の考え方の中で、ガイドラインが改正、ちょっとなっているようですが、要支援者以外

でも補助できるというようなことも出てきたようですが、ここら辺の考え方はこれから

どうなさるのでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  ガイドラインに沿って通所型Ｂ事業は運営しているわけでございますけれども、要支

援の１、２の方、あとはチェックリスト、基本項目25項目をさせていただきまして、そ
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れで当てはまる方が利用できるということになっておりますけれども、利用者の中に要

支援者またはこのチェックリストの該当者がいれば補助対象になるということで、ガイ

ドラインはなっております。 

  なので、例えば障がいをお持ちの方、あと子ども、そのほか一般の方が利用しても補

助対象となる事業でございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 住民主体ということでやっている事業ということですが、来年度は

また１事業主体しかないかと、この予算を見ると思うのですが、この住民主体というの

が非常に大事であるということの中で、短冊方式だったり住民提案型の要綱ということ

も出ているようですが、そこら辺のこれからの考え方はいかがでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  予算につきましては来年も１団体ということで計上させていただいております。 

  平成29年度、平成30年度ともに住民の方を対象に支えの地域づくり研修会を開催して

まいりました。そこで、やはり委員のおっしゃるとおりこれから住民主体の居場所が大

変重要だということで、町民の皆様と一緒に研修してきたところです。 

  来年度でございますが、住民主体の団体が出張いたしまして居場所づくりを行いたい

ということも聞いております。また、これから研修会を受講していただいた町民の方と

ともに場所がふやせればと思っているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） 出張もあるということは大変いいのかと思います。 

  今までは利用者の足の確保というのが非常に問題になってきたところで、いろいろと

主体している方々にも足の確保が非常に難しいという話があったのですが、そこら辺も

踏まえた形の足の確保、これが大事かと思うのですがいかがでしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  やはり委員おっしゃるとおり、通所型サービスＢの居場所まで歩いてこられない方に

ついては、今自分の自家用車、あとは友人との乗り合い等で来ていただいている状況で

すけれども、やはりこれから住民主体の居場所をふやしていく、また参加者をふやして

いく中では、足の確保というのが非常に重要だと私たちも考えているところでございま

す。 

  そこで、有償ボランティアの勉強会をしまして、そこで足の確保もできないかという

ところで勉強会を開催しておりまして、今住民主体の団体ともどのような方法だと足の
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確保ができるかということを、話し合いを重ねているところでございます。 

  なかなかすぐに解決というのは難しいところではありますけれども、私たちも一緒に

なって、これからどういう形をとれば足の確保ができるか、今後も検討してまいりたい

と思っております。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） わかりました。 

  次、100ページの認知症初期集中支援推進事業についてお伺いいたします。 

  これ、認知症、非常に今問題になっていることですが、この65歳以上の高齢者の４人

に１人が認知症の予備軍であると言われている中ですが、前年度よりかなり予算もアッ

プしているようですが、そこらへんどういうことでアップするのかということをお伺い

します。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  まず認知症の方の人数ですけれども、介護保険の認定を受けていらっしゃる方だけで

約600名の方がいらっしゃいます。そこから特別養護老人ホームに入所している方をマ

イナスしますと約500名の方が在宅で生活しているということになります。ただ、介護

保険の認定を受けている方だけの数字しか今把握できていない状況なので、もっと多く

の方が認知症だったりその予備軍だったりと考えられます。 

  この認知症初期集中支援チームですけれども、こちらは専門的視点から専門職の方に

訪問をしていただいて、認知症の啓蒙だったり早期診断、あと必要なサービスにつなげ

るという事業でございます。 

  現在認知症初期集中支援チームは医療機関に委託しているわけですけれども、医師、

保健師、看護師、臨床心理士、精神保健福祉士、作業療法士、歯科衛生士、介護福祉士

で構成していただいているところでございます。こちら、このように多くの職種をそろ

えて委託しておりまして、医療機関にも人材の確保に対応していただいているところで

す。チームに上がる人数も年々ふえておりまして、平成30年度現在、今現在新規27名、

継続14名を対応していただいておりまして、合計41名の方にチーム員が訪問している状

況です。 

  大体１ケースに６カ月間かかわっていただいて必要な医療やサービスにつなげるとい

う支援をしていただいておりますが、やはりお一人お一人状況だったり背景の病気だっ

たりが違う、持っていらっしゃる持病も違うということで、専門的視点からの支援が非

常に大事になってきております。 

  私たちも認知症については病気なので早期診断、早期発見が大事だということで、町

民の皆様にどんどん啓蒙をしていかなければならないと思っておりますし、これから高
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齢者の割合が多くなっていく中で、認知症の方の対応というのもの非常に重要になって

きております。なので、このように予算のアップにつながっているということでござい

ます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） この事業において、対象者の条件というのがあると思うのですが、

そこら辺はどういう条件でしょうか。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  この事業の対象者は、40歳以上で認知症の心配がある、あとは必要な医療機関につな

がっていない、またはサービスになかなかつながらないという方が対象になっている事

業でございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ９番、奥山委員。 

○９番（奥山勝吉） この認知症については、非常に啓発活動といいますか、認知症なの

か物忘れなのか、そこら辺の区別といいますか境目が非常にわかりづらいと、家族も本

人もわかりづらいと。そこら辺の啓蒙についてはこれからどのようになさるのでしょう

か。 

○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  啓蒙ですけれども、さまざまな総合相談でしたり、あとは単身高齢者に訪問させてい

ただいているお達者訪問であったり、さまざまな機会を捉えて高齢者の状況を把握して、

少しでもちょっとあれっと思った方にはどんどん認知症のさまざまな事業を進めていき

たいと思っておりますけれども、やはり小さなころからの認知症に対する正しい知識の

啓蒙も非常に大事かと思っておりまして、小学校５年生、あと中学校２年生については

認知症サポーター養成講座を学校の協力をいただいて開催しているところでございます。 

  県からは人口の１割のサポーターを要請するようにといわれているのですが、現在

1,291名のサポーターを養成させていただいておりまして、こちらでは認知症の正しい

知識を小さいころからわかっていただいて、高齢者の方への接し方とか、ご家族の方へ

伝えてくださいということで啓蒙をしているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） 99ページの元気わくわく教室事業についてですけれども、男性限定

の介護予防教室を開催していただいているわけですけれども、参加状況などをお聞かせ

ください。 
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○委員長（菅原隆男） 永沢係長。 

○係長（永沢照美） お答えいたします。 

  元気わくわく教室ですけれども、各地区コミュニティセンターで週１回ゆめスポしら

たかＲＯ※ＫＵの指導者で体操教室を開催しております。なかなか男性の参加率が低い

ということで、男性限定の教室を設けさせていただいております。 

  ２月末現在までの登録者数ですが、17名の方、男性、登録していただいております。

延べ121名の方に体操に参加していただいている状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（菅原隆男） ３番、笹原委員。 

○３番（笹原俊一） なかなか一般の教室には参加が難しいと思いますので、今後もぜひ

啓蒙に努めていただきまして、より多くの方が参加できるようにお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第１４号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町立病院事業会計予算を議題といたします。 

  概要の説明を求めます。渡部病院事務局長。 

○病院事務局長（渡部町子） それでは、平成31年度病院事業会計についてご説明申し上

げます。 

  予算概要書の112ページをお開きください。 

  １番、基本的方向でございます。 

  「地域住民から信頼される病院」を基本理念として、外来・入院・救急診療、訪問診

察、在宅支援などの各業務、さらに人間ドックを初めとした各種検診、予防接種、栄養

指導、健康づくり講演会など、平成31年度も引き続きこれらの事業を行ってまいります。 

  また、地域医療構想に対応しながら経営の健全化を図るとともに、経年劣化した設備

機械を計画的に整備し、安心安全な医療の提供を維持していきます。 

  ２番、予算の体系と主な取り組みにつきましては以下のとおりでございますので、ご

らんいただきたいと思います。 

  続きまして、113ページをごらんください。 

  主要事業についてご説明申し上げます。 

  １番の病院事業収益的収支でございますが、こちらは例年どおりの事業でございます。 

  ２番、病院事業資本的収支でございます。 

  主な事業といたしまして、事業ナンバー１、建設改良事業、１億6,130万円。事業概

要でございますが、経年劣化した設備機械の更新を行うものでございます。 

  主な内容といたしましては、空調熱源機器の更新、電子カルテシステムやＸ線一般撮
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影システムなどの更新事業でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  収益的収入及び支出、資本的収入及び支出を一括して質疑を行います。ございません

か。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑なしと認めます。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○議第１５号の説明、質疑 

○委員長（菅原隆男） 次に、平成31年度白鷹町訪問看護ステーション事業会計予算を議

題といたします。 

  概要の説明を求めます。渡部病院事務局長。 

○病院事務局長（渡部町子） 平成31年度訪問看護ステーション事業会計についてご説明

申し上げます。 

  116ページをお開きください。 

  １番、基本的方向。 

  主治医や介護関係機関との連携を図りながら、在宅で療養される方やそのご家族のニ

ーズへ的確に対応した良質で安心できるサービスの提供に努めてまいります。 

  ２番の予算の体系と主な取り組みにつきましては、以下のとおりでございますのでご

らんいただきたいと思います。 

  続きまして、117ページをごらんいただきたいと思います。 

  １番の訪問看護ステーション収益的収支につきましては経常業務となってございます。

予算額は3,296万1,000円でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（菅原隆男） 説明が終わりました。 

  収益的収入及び支出を一括して質疑を行います。ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） 質疑なしと認めます。 

  ここで暫時休憩いたします。再開を３時40分といたします。 

              休 憩  （午後３時２４分） 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

              再 開  （午後３時４０分） 

○委員長（菅原隆男） 休憩前に復し再開いたします。 

  各会計にわたる全体的な質疑はございませんか。11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） 少し時間をいただきたいと思います。 
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  ２日目の菅原議員の一般質問で、第６次総合計画に向けてどういう考え方かという一

般質問の町長答弁の中で、第５次総合計画の終わりに当たって、言葉として、残念なが

ら課題として残っている項目もありますということで、あげます。 

  荒砥高校の存続への取り組み、労働力の確保創出、６次産業化の推進、山形鉄道の経

営支援、西廻り幹線道路の整備促進、緊急医療システムの充実、定住環境の整備、緊急

防災情報の伝達手段の拡充、委託事業の関係団体による受け皿の体制整備とその育成と

いう項目をあげておられます。町長答弁の言葉の中にもあったように、これは大変難し

い問題というか事柄でございまして、県の事業であったり、最終的にはどうなればいい

のかということも含めて、町長の答弁の言葉をかりますと複雑かつ困難な問題という言

葉であげてございます。 

  私的には、この中で二、三、内容がわからない部分もあるわけですが、予算的にもう

少し豊富であればできたのにと思う事柄はございますか。 

○委員長（菅原隆男） 佐藤町長。 

○町長（佐藤誠七） 菅原議員の一般質問に関連しての予算という、平成31年度の予算と

いうことに捉えさせていただきたいと思います。 

  お金があればできたのかと。ないよりあった方がましだと私自身は思いますけれども、

残念ながら行政はお金だけでもない部分があります。これは、地域の民様方との信頼の

中で成り立ち、お互いに協力しながら、そして一歩前に進むというこの地道な作業の中

でのまちづくり、地域づくりというものが必要なのではないのかと、私自身は思ってい

るところでございます。 

  特にその中で難しいのは、荒砥高校の問題などはまさしく予算だけではないと。人口

減少ということで、県の第６次山形教育振興計画（以下「６教振」という）に残念なが

ら３分の２という、54名を２年間割ってしまったと。これは、これからの可能性として

も、ただお金があるからできるという、財政が豊かだからできるというものではないと。

これは山形県全体の問題として捉えているという中で、東置賜におきます米沢東高校、

東置賜におきます高校再編なども今提示されているようでございます。やはり、これは

お金だけの問題ではない。 

  それから、もう一つは労働力の不足ということで、外国人労働者の入管法の改正など

になったわけでございますが、以前残念ながらこの企業におけます給与の支払いといい

ますか、給与のベースが都市部と地方部では相当開きがあるということも、これは事実

として認めざるを得ない部分もございます。そのようなことで、相変わらず中央に労働

力が流れてしまうという現象もいまだ続いているというのもこれは事実として捉えなけ

ればならない。 

  景気がこのまま続けばいいわけでございますが、これから大きな課題となりますのは、

中国とアメリカの貿易摩擦でございます。いま中国の経済というものは非常に落ち込み
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始めてきていると、我々もそのようないろいろな情報をいただいておりますけれども、

これが日本にまで影響するという可能性は非常に高いと言わざるを得ないわけでありま

す。このようなときに、景気が下がった場合どうなるのかということを考えますと、や

はり今の不均衡といいますか、貿易の中でお互いに平等性を持っていくということが私

どもとしては必要なのではないかと思っているところであります。企業によっては、も

う３カ月も将来が見通せないという企業も全国には出てきていると伺っているところで

もあります。 

  あとは、何とか頑張ってこれから取り組んでいきたいというのは、やはり６次産業化

でございます。何度か６次産業化は声高に叫んでは来たものの、残念ながらなかなか定

着しない状況があったということであります。私どもとしては、やはりこの加工技術と、

生産能力と、相まったものをつくりあげていきたいということで、これはある程度予算

があればできる一つのものではないのかと思っておりますが、実際にじゃあ誰がやるの

かということになりますと、かなり課題もあると捉えさせていただいているところでも

あります。 

  そして、山形鉄道関係はそうですし、特に西廻り幹線道路が、このたびの山形県の道

路計画に、表現はちょっと違いますけれども、国道287号（長井～白鷹）という表現で

出ております。この辺について非常に期待を大きく持ってやるべきだと思っております

が、計画書を見させていただきますと、着工するのか、完成は当然ならないわけでござ

いますが、着工というところに丸印がついていないということが非常に残念ではござい

ますけれども、やはり一つの計画に組み入れることができたということで、これは大き

な前進であったのではないかとは思っているところでもあります。 

  あとは、定住関係につきましては、やはりきょうも議論をしていただきましたとおり、

定住できるような環境、住宅整備といいますか、これらの構想を考えながら、これから

やはり地域の皆様方あるいは企業の皆様方にご協力いただきながら、あるいはご意見を

頂戴しながら進めていくという考え方で取り組む必要があるのではないかとは思ってい

るところでございます。 

  いずれにいたしましても、この菅原議員から一般質問という形でいただいてきた中で

の答弁をさせていただいたわけでございますが、この地域の振興というものにつきまし

ては、町民の皆様はもちろんですが、議員の皆様方からの大変なご指導、ご尽力があっ

て、ご協力があってなし得たものと、そしてまたこれから道半ばということ、それから

まだまだ足りないものということを区分けしながら、第６次総合計画で少しでも前進す

るように頑張ってまいりたいと考えているものでございます。 

○委員長（菅原隆男） 11番、佐藤委員。 

○11番（佐藤京一） この、今あげた項目につきましては、先ほども言ったように、どう

なれば終わりかという部分がない項目というか、道は遠いという部分の事柄だと思いま
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す。 

  避けられないのは、人口減少に対応する子どもの数であるとか労働者の確保であると

かそういった部分に関しては、決して残念だという言葉で示すことではなくて、私とし

ては進んでいると、やってきていただいているという認識があるものですから、そこは、

荒砥高校についても、結果的にはこういうことになりましたけれども、そこはそれなり

に、今までの事業については評価したいとは思っております。 

  子どもの数を多くするという部分についても、最初100人プロジェクト、そこは100人

からだんだん減ってきているわけですけれども、これは減る分を少しでも少なく、長寿

命化ではないのですが、減っていくのを理解した上でやっていただいているという部分

だと思うのです。 

  ただし、町民の方々は、フラワー長井線も含めまして、荒砥高校も含めまして、長井

線は一般の方は利用しないわけです、まず。ほとんど乗らない。学生、生徒が利用して

いると。これがなくなった場合というのは、子どもをお持ちの方は非常に困る。だけれ

ども、利用しない人たちにはさほど、そんなところにお金を使っていいのか的なことも

あるわけです。 

  そういったことも含めて、難しい部分は難しい部分として、行政としては取り組んで

いかなければいけないとは思いますし、取り組んできているし、第６次総合計画にも入

ってくるものだと思います。 

  ただ、お金のかかる部分、これをいかに町民の方々に理解していただくか。病院経営

もそうです。フラワー長井線もそうです。学校もそうです。もっと規模が小さい町だと、

そういうお金のかかるものが何もないから貯金はたまっていく。そういう、財政的には

楽なところも多々あるわけで、そういったものを町民の方々に理解していただくという

努力もしていただきたいと思っています。 

  何せ、難しいところに避けて通れない部分がいっぱいあるわけで、この辺は町民の

方々にいかに理解していただくかということも、第６次総合計画の中にはぜひ考えて進

んでいただきたいということです。 

  時間をいただきましてありがとうございました。 

○委員長（菅原隆男） 町長。 

○町長（佐藤誠七） 常に私どもは頭の中に入れながら進まなければならないということ

は、いろいろな事業を展開するときは、町民の皆様方からお預かりしております貴重な

税金を原資に使わせていただいてやらせていただいているということだろうと思います。 

  例えば、荒砥高校にしても、今までも取り組んでまいりましたけれども、やはり残念

ながら６教振の、この貴重な税金を使わせていただきながらの中での、６教振に残念な

がらふれてしまったということは、まさしく私としてはじくじたる思いを持たざるを得

ないと思っております。 
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  しかしながら、いろいろ情報をいただきながら、これから私どもとしては具体的なア

クションを起こさざるを得ないわけでございますけれども、私も今まで高校が廃校にな

った自治体、鉄路が廃止になった自治体、いろいろなものを見させていただきましたけ

れども、本当に返す返すも残念というように思わざるを得ないものが相当あります。私

としては、やはりそれらの確保に向けて取り組んでいきたいと思います。 

  また、子ども100人プロジェクトということで、残念ながら今60人前後の出生数でご

ざいますが、やはりそれをカバーはできませんけれども、移住者をどうやって私どもと

して確保していくかと、この時代の変遷の中でやはりそういう取り組みをしていく必要

があるだろうということで、そちらに今、当然出生数のプラスというものを考えながら

も、移住者ということも大事にしながら取り組んでいくということです。 

  第６次総合計画の中には、やはり時代の変遷とともに変わってくるものがありますの

で、その辺は念頭に起きながらも、一番冒頭に申し上げましたように、町民の皆様方か

ら貴重な税金をお預かりしながら町づくりを進めるわけでございますので、それを念頭

に起きながら、新年度もそういう形で取り組ませていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いを申し上げます。 

○委員長（菅原隆男） 質疑終結と認めます。 

  以上で平成31年度各予算案の質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託された平成31年度予算10件について討論並びに採決を行いま

す。 

  この採決は起立によって行います。なお、起立されない方は否決とみなしますので申

し添えます。 

  初めに、議第６号 平成31年度白鷹町一般会計予算について討論を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第６号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 起立多数。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第７号 平成31年度白鷹町十王財産区特別会計予算について討論を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第７号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 
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  次に、議第８号 平成31年度白鷹町下水道特別会計予算について討論を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第８号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第９号 平成31年度白鷹町国民健康保険特別会計予算について討論を行いま

す。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第９号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第10号 平成31年度白鷹町農業集落排水特別会計予算について討論を行いま

す。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第10号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第11号 平成31年度白鷹町介護保険特別会計予算について討論を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第11号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第12号 平成31年度白鷹町後期高齢者医療特別会計予算について討論を行い

ます。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第12号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 
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              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第13号 平成31年度白鷹町水道事業会計予算について討論を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第13号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第14号 平成31年度白鷹町立病院事業会計予算について討論を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第14号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第15号 平成31年度白鷹町訪問看護ステーション事業会計予算について討論

を行います。 

              〔「なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） なければ、採決いたします。 

  議第15号について、原案のとおり可決すべきものとするに賛成の方の起立を求めます。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（菅原隆男） 全員起立。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

○委員長（菅原隆男） 以上で本予算特別委員会に付託された平成31年度予算10件の審査

が全て終了いたしました。 

  なお、委員会審査結果報告については委員長に一任いただきたいと存じますが、ご異

議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長（菅原隆男） ご異議がないので、審査結果報告は委員長に一任されることに決

しました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――     

      ○閉会の宣告 

○委員長（菅原隆男） 委員各位には２日間にわたり熱心にご審査いただきましたことに
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感謝申し上げます。 

  これをもって予算特別委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

 閉 会       〈午後３時５９分〉 
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